
公
開
文
化
塾
講
演
集

一
九
九
四
年
七
月
し
一
九
九
五
年
六
月
年
度

一
九
九
五
年
七
月
し
一
九
九
六
年
六
月
年
度

◎

京
都
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ



か
ら
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
す
。

粛
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
い
出
し
ま
す
。

私
ど
も
京
都
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
が
地
域
社
会
へ
の
奉
仕
を
目
的
と
し
て
企
画
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
内
容
を
通
じ

て
、
職
業
奉
仕
、
社
会
奉
仕
、
国
際
奉
仕
の
機
会
が
得
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

会
期
中
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
特
に
印
象
深
い
も
の
は
、
阪
神
・
淡
路
大
簑
災
の
直
後
の
一
月
二
十
日
が
開
催

日
に
当
た
っ
て
お
り
、
そ
の
テ
ー
マ
も
「
ポ
ン
ペ
イ
発
掘
」
で
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
聴
講
者
は
半
減
い
た
し
ま
し
た
が
、
非
常
に
厳

こ
の
よ
う
に
し
て
こ
の
一
冊
に
纏
め
ら
れ
た
内
容
は
、
き
っ
と
み
な
さ
ま
方
に
お
役
に
立
つ
も
の
で
あ
る
と
確
信
い
た
し
て
お
り

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
そ
れ
ぞ
れ
の
講
座
を
ご
担
当
い
た
だ
き
、
そ
の
上
出
版
に
際
し
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
先
生
方
に
心

受
講
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
ご
希
望
も
あ
り
、
講
座
の
抄
録
を
こ
の
、

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
九
九
四
年
i
一
九
九
五
年
度
会
長

村

田

侑

一
冊
に
線
め
ま
し
た
。

一
九
九
四
年
七
月
二
十
九
日
、
第
一
回
の
公
開
文
化
塾
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
二
年
間
に
わ
た
り
講
座
が
十
五
回
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
講
師
は
い
ず
れ
も
私
ど
も
京
都
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
の
会
員
が
担
当
い
た
し
ま
し
た
。

講
師
の
先
生
方
は
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
に
あ
る
方
で
す
が
、
受
講
者
に
対
し
大
変
わ
か
り
や
す
く
し
か
も
内
容
の
あ
る
お
話
を
し

は

じ

め

に
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第
一
回

職学 出生

身青
歴歴地日

大

lE
-―が
平

F
)
．
E
n

古
小
都
市

け
小
都
帝
国
大
学
農
学
部
股
林
化
学
科
卒
業
（昭
和
十
二
年
）

京
都
帝
国
大
学
助
教
授
（
化
学
研
究
所
）
（
昭
和
卜
九
年
）

ぃ
り
小
都
大
学
教
授

（昭
和
ニ
ト
し
年
）

n本
学
術
会
腋
会
具

（第
ヒ
期
）

（

昭
和
四
卜
．
年
）

い
が
都
大
学
評
議
且

（昭
和
四
上一↓
年
）

F

A

O

W
H
O
U
N
T
C
E
F

（昭
和
四
ト
ガ
年
）

合
同
蛍
白
質
諮
間
委
員
（
ア
ジ
ア
甘
席
代
表
）

学
術
徘
議
会
専
門
委
且

（昭
和
四
|
ヒ
年
）

以
郡
大
学
名
祥
教
授

（昭
和
五
卜
：
・
年
）

甲
f
園
大
学
学
蛉

（昭
和
丘

t
・・年
）

サ
ン
マ
ル
コ
ス
大
学
名
脊
教
授

（昭
和
廿
卜
六
年
）

日
本
学
七
院
会
員

（昭
和
五
十
八
年
）

米

を

考
う
え
る

一
九
九
四
年
七
月
二
九
日

活
躍
分
野

洒

格

・

褒

甘

等

現

聡

満

田

久

輝

（
み
つ
だ

ひ
さ
て
る
）

n本
学
上
院
会
且

京
都
大
学
名
脊
教
授

岬
環
税
科
学
総
合
研
究
所
名
巻
所
長
（
環
境
庁
所
管
）

農
学
池
士

（昭
和
ニ
ト
四
年
）

文
化
功
労
者

（平
成
．
JC
年
）

（昭
和
四
卜ぃ
ハ年
）

国
際
食
品
科
学
じ
学
会
買

（
パ
プ
コ
ッ
ク

・
ハ
ー
ト
代
）

（昭
和
四
—
几
年
）

国
際
食
品
科
学
工
学
会
牧

（
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
買
）

紫
絞
炎
派

（昭
和
杜
卜
几
年
）

LI本
学

t
院
代

（昭
和
H
卜
H
年
）

ア
メ
リ
カ
化
学
会
牒
芸
化
学

・
食
品
化
学
買（

昭
和
Ti
1
」ハ
年）

（昭
和
六
卜
年
）

（昭
和
六
卜
；
年
）

(f
成
六
年
）

（昭
和
四
ト
ヒ
年
）

勲
二
等
旭
Fl爪
光
屯

ァ
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
特
別
名
祥
科
学
共

文
化
勲
派

昭
和
天
り
ぷ
御
進
溝

食
品
丁
学

・
栄
投
化
学



浄
化
は
い
っ
た
い
ど
う
な
る
の
か
、
時
に
慄
然
た
る
思
い
に
か
ら
れ

減
反
は
即
時
緩
和
し
、
祖
国
の
水
田
を
大
切
に
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

工
場
が
林
立
し
、
団
地
が
増
築
さ
れ
た
ら
、
人
間
、
動
物
の
呼
気
の

土
か
ら
水
田
が
激
減
し
た
ら
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
状
態
に
な
り
、

日
本
人
の
心
は
、
す
さ
み
果
て
る
に
違
い
な
い
。
水
田
に
代
わ
っ
て

ム
ギ
の
大
切
さ
、
食
糧
備
蓄
の
緊
要
性
を
痛
感
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。

る
し
、
天
災
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
。
稲
作
に
適
し
た
地
方
の

農
業
の
原
則
は
適
地
栽
培
で
あ
る
。
冷
害
は
周
期
的
に
襲
っ
て
く

環
境
汚
染
が
地
球
規
模
で
盛
ん
に
論
議
さ
れ
て
い
る
時
、
わ
が
領
く
て
も
、
人
間
は
生
き
て
い
け
る
。

一
滴
の
飲
料
水
、

一
粒
の
コ
メ
、

暮
改
の
食
糧
政
策
で
、
た
だ
右
往
左
往
し
て
い
る
。

食
糧
の
重
要
性
を
改
め
て
再
認
識
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。
石
油
は
な

に
、
責
任
も
と
ら
ず
、
長
期
的
な
農
政
の
指
針
も
立
案
せ
ず
、
朝
令
ど
新
兵
器
の
出
現
の
報
道
を
静
視
し
た
時
、
多
く
の
人
た
ち
は
、
水

年
限
り
の
例
外
処
置
と
し
て
、
国
会
決
議
を
厳
守
す
べ
き
で
あ
る
の

ル
シ
ャ
湾
の
大
空
襲
、
イ
ラ
ク
・
ク
ウ
ェ
ー
ト
の
激
戦
、
気
化
燥
弾
な

ス
（
最
低
輸
入
枠
）
の
受
け
入
れ
に
追
い
込
ま
れ
た
。
緊
急
輸
入
を
今

っ
て
い
る
。
安
全
保
障
の
点
か
ら
も
重
大
課
題
で
あ
る
。
先
年
の
ペ

由
化
に
結
び
つ
け
、
事
実
上
の
部
分
開
放
で
あ
る
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ

千
万
人
以
上
の
国
民
は
、
正
に
薄
氷
、
バ
プ
ル
の
上
に
ひ
し
め
き
合

の
農
水
省
、
外
務
省
は
冷
害
、
不
作
に
よ
る
緊
急
輸
入
を
コ
メ
の
自

わ
が
国
の
穀
類
自
給
率
は
三

0
％
以
下
、
冊
界
最
低
で
、

一
億

公
約
違
反
を
詫
び
て
総
辞
職
し
て
、
け
じ
め
を
つ
け
て
い
る
。
日
本

こ
の
精
神
安
定
効
果
は
無
限
大
と
言
っ
て
よ
い
。

ド
で
輸
入
条
件
が
日
本
よ
り
優
っ
て
い
る
の
に
、
為
政
者
は
国
民
に

く
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
車
窓
か
ら
眺
め
る
の
ど
か
な
農
村
風
景
、

た
責
任
は
誠
に
大
き
い
。
お
隣
り
の
緯
国
は
ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン

一
方
、
稲
の
緑
は
半
年
近
く
日
本
人
に
心
の
や
す
ら
ぎ
を
与
え
て

保
全
、
安
全
保
障
の
点
か
ら
も
、
子
子
孫
孫
に
大
き
な
負
債
を
残
し

わ
す
と
す
れ
ば
、
莫
大
な
金
額
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

費
者
の
叫
び
に
耳
を
傾
け
ず
、
外
圧
に
脆
く
も
押
し
切
ら
れ
、
環
境
都
市
は
直
撃
さ
れ
ず
に
済
む
。
こ
れ
ら
の
効
能
を
金
銭
の
多
寡
で
表

で
当
選
さ
れ
た
国
会
議
員
諸
賢
よ
”
~

ま
で
各
政
党
こ
ぞ
っ
て
、

国
民
、
と
く
に
生
産
者
、
消

が
必
要
で
あ
る
。
豪
雨
の
時
も
、
各
地
に
水
田
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、

コ
メ
の
市
場
開
放
反
対
の
選
挙
公
約
の
下

「
一
粒
の
米
も
輸
入
し
な
い
」
と
の
国
会
決
議
、
保
守
か
ら
革
新

て
く
れ
る
。
こ
の
水
を
ダ
ム
で
蓄
え
よ
う
と
し
た
ら
、
大
変
な
工
事

る
。
水
田
は
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
く
、
雨
水
を
一
定
期
間
保
水
し

4
 



米を考える

イロン
ーフ

ヤー

コン思王し』姜で可アアて→心元
クリート

"・'の貯磁場
lo.4 -16. 3℃ 

図 1 穀類の水中および地下貯蔵

kg 

の
殺
虫
法
は
毒
性
あ
る

ド
に
よ
る
コ
ク
ゾ
ウ
虫

ン
・
メ
チ
ル
プ
ロ
マ
イ

め
、
ク
ロ
ー
ル
ピ
ク
リ

い
低
温
倉
庫
貯
蔵
を
や

学
理
的
に
意
味
の
な

真
ー
、
図
2
参
照
）
。

着
包
装
法
を
開
発
し
、

従
来
の
俵
、
紙
袋
、
麻

袋
な
ど
通
気
性
包
装
材

し
た
（
表
ー
、
表
2
、
写

を
密
閉
貯
蔵
法
に
改
善

に
よ
る
開
放
型
貯
蔵
法

で
、
温
度
は
副
で
あ
る
こ
と
を
学
理
的
に
実
証
し
た
。
炭
酸
ガ
ス
密

召＂）。
B" 

コ
メ
の
品
質
劣
化
は
空
気
中
の
酸
素
に
よ
る
酸
化
が
主
原
因

大
規
模
実
験
に
成
功
し
、
国
際
的
に
高
い
評
価
を
受
け
た
（
図
1
参

よ
う
進
言
し
、
京
都
大
学
の
グ
ル
ー
プ
は
水
中
貯
蔵
、
地
下
貯
蔵
の

昭
和
四
十
四
年
の
大
豊
作
の
時
に
、
先
ず
備
蓄
を
真
剣
に
実
施
す
る

昨
年
〈
平
成
五
(
-
九
九
三
）
年
〉
は
百
万
ト
ン
の
在
庫
は
あ
っ
た
筈
゜

い
は
オ
ゾ
ン
ホ
ー
ル
の
問
題
で
近
く
世
界
的
に
禁
止
に
な
る
の
で
、

食
糧
庁
は
後
手
後
手
に
な
ら
な
い
よ
う
、
も
っ
と
真
剣
に
取
り
組
み
、

経
済
的
で
安
全
な
炭
酸
ガ
ス
封
入
ド
ラ
ム
缶
貯
蔵
法
を
実
施
す
る
よ

再
考
」
を
刊
行
し
た
が
、
そ
の
冒
頭
に
次
の
提
言
を
記
し
て
い
る
。

は
備
蓄
す
べ
き
で
あ
る
。
昨
年
〈
平
成
五
(
-
九
九
三
）
年
〉
、
「
米
、

う
勧
告
し
た
い
。
安
全
保
障
上
、
少
な
く
と
も
二
百
万
ト
ン
の
コ
メ

表2
各種タンパク質のCO2ガス吸着趾

(μ l lg) 

CO2ガス
吸着批

タンパク質 試

表 1
穀実のCO2ガス吸着批

(，'‘t/g) 

20°, 3時間
の吸着撒料

カゼイン

ゼラチン

卵アルプミン

グルテニン

へモグロピン

ツェイン

大豆粉

全粉乳

クロレラ粉末

グルテン

米糖

生糸

絹フィプロイン

兎毛（中国産）

662 

532 

267 

231 

182 

150 

220 

200 

163 

111 

109 

690 

110 

106 

シ

ッ

コ

豆

米

米

豆

豆

ッ

麦

マ

ロ

粉

粉

粉

茶

一

ナ

モ

ヒ

一

麦

豆

ー

ウ

白

様

玄

精

大

小

ピ

小

ゴ

ト

米

小

大

紅

コ

86 

90 

70 

440 

64 

560 

75 

230 

170 

60 

60 

216 

115 

123 

5
 



字
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
外
米
を
購
入
し
、

法
を
行
い
、
梢
層
フ
ィ
ル
ム
袋
、
ま
た
は
ド
ラ
ム
缶
に
外
米
を
つ
め

る
。
そ
し
て
タ
ン
カ
ー
に
積
み
込
み
、
産
湘
国
に
向
け
て
出
港
す
る
。

途
中
、
飢
餓
に
苦
し
ん
で
い
る
閲
発
途
上
国
の
人
々
に
恵
与
し
、
人

の
品
質
劣
化
や
鼠
害
を
防
止
す
る
た
め
、
炭
酸
ガ
ス
封
入
密
箔
包
装

は
日
本
の
国
土
に
荷
上
げ
せ
ず
、
国
会
決
議
を
守
る
こ
と
だ
。

万
一
、

写真 1 炭酸ガス封入冬眠密滸包装法

日
本
の
船
で
、

コ
メ

日
本
か

ら
二
白
海
里
の
沖
合

（領
湘
は
ト
ニ
海
里
）
ま
で
迎
び
、
不
必
要
な
時

コ
メ
の
市
場
開
放
を
迫
ま
ら
れ
た
時
は
、
巨
額
の
外
貨
の
黒

ioo 

。゚（＃さ
‘
[
”
O
U
)

吸
汗

•
一
●

脱
抒

200 

， ．玄米

0 0 (I米

。
12 

叶 Ill! (hr) 

米粒による炭酸ガスの

吸脱滸の時間的変化
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図2

食
糧
の
備
蓄
を
真
面

H
に
考
え
、
即
刻
実
施
し
て
ほ
し
い
。

い
知
識
に
欠
け
て
い
る
人
が
意
外
と
多
い
。
平
成
コ
メ
騒
動
を
機
に

国
l

、

ニ
ッ
ポ
ン
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

コ
メ
に

つ
い
て
の
正
し

類
福
祉
に
貢
献
す
る
こ
と
だ
。
国
際
協
力
基
金
な
ど
莫
大
な
国
府
を

湘
外
に
援
助
し
て

い
る
が
、
筑
に
水
の
感
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
で
、

し
が

本
当
に
飢
え
に
脆
い
て
い
る
子
供
た
ち
の
手
に
届
い
て
い
る
か
ど
う

親
善
に
役
立
て
た
い
。
目
的
地
の
産
油
国
に
到
苅
後
は
、
余
っ
た
ド

ラ
ム
缶
に
石
袖
を
梢
み
込
み
、

H
本
に
持
ち
鼎
る
こ
と
だ
。

コ
メ
の

か
疑
わ
し
い
。
そ
れ
よ
り
も
現
物
を
支
給
し
て
難
民
を
救
い
、
国
際

6
 



第
二
回

現

職

生
年
月
日

出

身

地

学

歴

聡

歴

附
利
二
二
年

一
）

一
O
H

大
阪
府

い

11
小
都
大
学
経
済
学
部
卒
業

名
古
届
国
税
同
国
税
調
木
且
官

大
臣
宜
肪
付

田
辺
税
務
署
艮

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
客
且
研
究
具

京
都
大
学
経
済
学
部
教
授

経
済
稲
議
会
臨
時
委
貝

税
制
調
査
会
専
門
委
員

大
蔵
省
財
政
金
融
研
究
所
特
別
研
究
官

国
際
H
本
文
化
セ
ン
タ
ー
共
同
研
究
貝

吉

国
際
情
勢
の
変
化
と
経
済
変
動

一
九
九
四
年
九
月
二
日

活
躍
分
野

主
な
著
害

貢

格

二
十

一
世
紀
H
本
フ
ォ
ー
ラ
ム
代
表
幹
事

工
学
博
士

経
済
学
陣
卜

「
H
本
経
済
の
活
力
と
企
哭
行
動
」

（東
洋
経
済
新
報
社
）

「
な
ぜ
梢
費
税
か
」（
大
蔵
省
印
刷
局
）

「
H
本
型
経
営
シ
ス
テ
ム
の
功
罪
」

（東
洋
経
済
新
報
社
）

「官
僚
集
権
か
ら
の
脱
出
」（
読
売
新
間
社
）

「
も
の
の
見
方
欧
米
と

H
本
」

（同
文
内
院
）

「
U
本
刑
10

銀
行
経
営
り
の
罪
」（
東
洋
経
済
新
報
社
）

財
政
、
公
共
経
済
学

田

和

男

（
よ
し
だ

か
ず
お
）



に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
が
、
実
際
上
は
ソ
連
の

抑
止
し
て
い
る
も
の
を
認
識
で
き
な
い
。
戦
後
の
国
際
秩
序
は
国
連

え
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の

G
A
T
T
I
I
I
M
F体
制
は
日
本
に
も

ア
メ
リ
カ
は
多
く
の
独
立
し
た
途
上
国
に
対
し
て
大
き
な
援
助
を
与

と
に
あ
っ
た
。
人
々
は
目
の
前
の
対
立
は
理
解
で
き
て
も
、
そ
れ
が

よ
っ
て
、
貿
易
や
投
資
が
円
滑
に
行
わ
せ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、

と
な
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
米
ソ
対
立
が
紛
争
を
抑
止
し
て
い
た
こ

択
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ド
ル
が
世
界
通
貨
と
な
る
こ
と
に

米
ソ
の
対
立
の
終
了
が
平
和
で
は
な
く
戦
乱
を
多
発
さ
せ
る
こ
と

に
も
な
る
。
こ
れ
を
ア
メ
リ
カ
は
力
で
他
界
の
国
に
自
由
貿
易
を
選

ス
タ
ン
の
紛
争
な
ど
挙
げ
れ
ば
切
り
が
な
い
。

な
く
な
り
、
戦
前
の
よ
う
に
プ
ロ
ッ
ク
経
済
と
な
っ
て
戦
争
の
原
因

内
戦
、
南
北
イ
エ
ー
メ
ン
の
争
い
、

ス
リ
ラ
ン
カ
・
イ
ン
ド
・
パ
キ

得
る
。
す
る
と
す
べ
て
の
国
が
保
護
貿
易
と
な
っ
て
貿
易
の
利
益
が

旧
ソ
連
圏
の
途
上
国
で
あ
る
ソ
マ
リ
ア
、

モ
ザ
ン
ピ
ー
ク
な
ど
で
の

し
か
し
、
も
し
自
国
だ
け
が
保
護
貿
易
と
す
れ
ば
大
き
な
利
益
を

で
き
る
。

内
戦
と
し
て
収
拾
の
見
込
み
が
立
っ
て
い
な
い
。
旧
ソ
連
内
の
共
和

は
得
意
な
と
こ
ろ
だ
け
を
行
う
こ
と
で
経
済
効
率
を
高
め
る
こ
と
が

ユ
ー
ゴ
の
崩
壊
に
始
ま
っ
た
紛
争
は
ボ
ス
ニ
ア
ヘ
ル
ツ
ゴ
ビ
ナ
の

自
由
貿
易
は
外
国
の
資
源
や
技
術
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
国

国
連
が
武
力
で
追
い
出
す
こ
と
と
な
っ
た
。

は
世
界
の
交
易
を
促
進
し
、
世
界
的
な
経
済
成
長
を
生
み
だ
し
た
。

ダ
ー
シ
ッ
プ
で
生
ま
れ
た

G
A
T
T
が
作
り
だ
し
た
自
由
貿
易
体
制

従
っ
て
、
米
ソ
対
立
の
終
結
は
平
和
を
意
味
し
て
い
た
。
し
か
し
、

カ
の
圧
倒
的
な
力
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
き
た
。
ア
メ
リ
カ
の
リ
ー

ほ
と
ん
ど
の
平
和
を
阻
害
し
て
き
た
要
因
は
米
ソ
の
対
立
で
あ
っ
た
。

世
界
経
済
の
混
乱
も
同
様
で
あ
る
。
戦
後
の
世
界
経
済
は
ア
メ
リ

パ
で
の
危
機
、
朝
鮮
戦
争
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
な
ど
帝
国
の
分
裂
に
起
因
し
て
い
る
。

た
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
国
際
的
な
緊
張
、
す
な
わ
ち
ヨ
ー
ロ
ッ

現
実
に
は
イ
ラ
ク
に
よ
る
ク
エ
ー
ト
ヘ
の
侵
攻
は
世
界
を
驚
か
せ
、

国
で
あ
る
ア
ル
メ
ニ
ア
、

ア
ル
バ
ニ
ア
、
グ
ル
ジ
ア
な
ど
の
内
戦
、

く
こ
と
に
な
る
。
ボ
ス
ニ
ア
ヘ
ル
ツ
ゴ
ビ
ナ
の
対
立
も
東
西
ロ
ー
マ

過
程
は
世
界
の
人
々
に
平
和
の
到
来
を
予
想
さ
せ
、
希
望
を
も
た
せ
た
。
こ
れ
が
崩
壊
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
何
百
年
来
の
対
立
が
火
を
吹

一
九
八
九
年
の
冷
戦
の
終
了
か
ら
共
産
主
義
国
家
の
崩
壊
ま
で
の

拒
否
権
で
機
能
せ
ず
、
米
ソ
対
立
が
大
枠
で
の
平
和
を
形
成
し
て
い

8
 



国際情勢の変化と経済変動

を
引
き
起
こ
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
新
し
い
秩
序
の
形

退
に
よ
っ
て
い
た
。
逆
に
、
米
ソ
の
経
済
力
の
消
耗
は
冷
戦
を
維
持

の
も
、
こ
の
米
ソ
の
対
立
に
よ
っ
て
消
耗
し
た
ア
メ
リ
カ
の
力
の
衰

を
切
る
ま
で
に
到
っ
て
い
る
。
国
際
経
済
が
変
動
を
起
こ
し
て
き
た

し
、
プ
ラ
ザ
合
意
以
降
、
ド
ル
は
下
落
を
続
け
1
ド
ル

1
1
1
0
0
円

な
る
。
さ
ら
に
、
変
動
為
替
相
場
制
度
と
な
っ
て
通
貨
体
制
は
混
乱

ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
な
っ
て
、
世
界
の
機
軸
通
貨
か
ら
た
だ
の
通
貨
と

さ
え
出
せ
ば
安
い
石
油
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、

ア
メ
リ
カ
の

よ
っ
て
大
き
く
変
わ
る
こ
と
に
な
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は

E
C
に
な
り
、

ク
経
済
化
の
方
向
を
窺
わ
し
て
い
る
。
ド
ル
は
昭
和
四
六
年
に
ニ
ク

す
る
力
を
消
滅
さ
せ
た
。

こ
の
様
に
、
冷
戦
の
終
結
が
政
治
経
済
の
両
面
に
わ
た
っ
て
変
動

成
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
一
国
で
担
え
る
国
は
な
く
な
り
、

た
。
そ
し
て
、

ア
メ
リ
カ
自
身
も

N
A
F
T
A
を
結
成
し
、
ブ
ロ
ッ

今
度
は

E
uと
な
っ
て
、
地
域
主
義
的
な
立
場
を
明
ら
か
に
し
て
き

し
か
し
、
こ
の
様
な
条
件
は
ア
メ
リ
カ
の
力
の
相
対
的
な
変
化
に

人
の
積
極
的
な
対
応
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

市
場
は
使
い
た
い
放
題
と
な
っ
た
。

G

5
な
ど
の
中
で
の
地
位
の
向
上
は
不
可
避
の
も
の
で
あ
る
。
日
本

経
済
の
潮
流
の
変
化
に
起
因
す
る
こ
と
に
な
る
。
国
連
や
サ
ミ
ッ
ト
、

の
戦
略
物
資
や
市
場
の
確
保
を
行
っ
た
の
で
あ
る
が
、
戦
後
は
お
金

に
お
け
る
責
務
が
大
き
く
な
っ
て
き
た
の
は
、
こ
の
様
な
国
際
政
治

大
き
な
恩
恵
を
与
え
た
。
戦
前
は
日
本
の
命
運
を
か
け
て
石
池
な
ど

各
国
の
協
調
に
よ
っ
て
で
し
か
実
行
で
き
な
い
。
日
本
の
国
際
社
会

，
 



第
三
回

現

職

沢

格

・

褒

官

等

生
年
月
日

出

身

地

学

歴

職

歴

海
水
の
不
思
議

一
九
九
四
年

大
正
八
年

一
月
ニ
ニ

R

山
口
県

京
都
帝
国
大
学
理
学
部
卒
業

京
都
大
学
理
学
部
教
授

京
都
大
学
瀬
戸
臨
海
実
験
所
長

奈
良
教
脊
大
学
学
長

京
都
府
環
境
審
議
会
会
長

日
本
化
学
会
名
巻
会
貝

ソ
連
ア
カ
デ
ミ
ー
名
牲
会
員

財
団
法
人
海
洋
化
学
研
究
所
長

理
学
陣
士

近
畿
工
業
化
学
会

11「
示
差
ポ
ー
ラ
ロ
グ
ラ
フ
ィ
ー
L

1
0
月
二
八
日

藤

永

太

活
躍
分
野

主
な
著
吾 郎

日
本
分
析
化
学
会
伐

T
A
L
A
N
T
A
伐

（
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
）

日
本
学
士
院
伐

K
u
r
n
a
k
o
v
メ
ダ
ル
（
モ
ス
コ
ー
）

棗
境
庁
長
官
伐
（
水
質
保
全
功
労
者
）

勲

一等
旭
Fl爪
光
伐

玉
立
化
学
協
会
R
o
b
e
r
t
B
o
y
l
e
メ
ダ
ル

（
エ
ジ
ン
バ
ラ
）

「
基
礎
分
析
化
学
」
（
朝
〈
届
杏
店
）

「
ポ
ー
ラ
ロ
グ
ラ
フ
分
析
法
」（
丸
善
）

「
琵
琶
湖
の
棗
悦
化
学
」（
学
術
振
興
会
）

分
析
化
学
、
海
洋
化
学

（
ふ
じ
な
が
た
い
ち
ろ
う
）



え
直
し
て
み
た
が
、
海
と
い
う
存
在
は
依
然
と
し
て
大
部
分
が
よ
く

今
回
標
記
の
題
で
話
を
す
る
に
当
た
っ
て
、
改
め
て
よ
く
調
べ
考

れ
た
。

に
海
洋
年
齢
の
算
定
を
行
う
な
ど
斯
学
の
発
展
に
大
き
な
貢
献
を
さ

⑧
海
水
か
ら
金
や
ウ
ラ
ン
を
採
る
こ
と
は
難
し
い
。

硼
酸
塩
な
ど
を
採
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑦
海
水
か
ら
食
塩
、

マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
塩
、
臭
素
、
カ
リ
ウ
ム
塩
、

（
サ
ン
ゴ
礁
は
ど
う
し
て
で
き
る
か
？
）

だ
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
未
測
定
元
素
の
溶
存
最
を
予
測
す
る
と
と
も

析
出
し
、
あ
と
に
苦
汁
が
残
る
。

析
し
て
そ
の
実
証
を
さ
れ
た
が
、
関
連
し
て
幾
つ
か
の
法
則
を
見
い

⑥
 

の
信
念
の
下
に
研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
、
自
身
で
五
十
七
元
素
を
分
⑤

海
流
は
主
に
地
球
の
自
転
に
よ
っ
て
起
こ
る
。

か
ん

海
水
を
蒸
発
さ
せ
る
と
、
ま
ず
罐
石
が
生
じ
、
次
い
で
食
塩
が

な
っ
て
い
る
。
先
生
は
「
海
水
は
す
べ
て
の
化
学
元
素
を
含
む
」
と

ま
っ
た
と
き
、
湧
昇
流
が
起
こ
る
。
（
エ
ル
―
ー
ー
ニ
ョ
現
象
）

的
な
展
開
を
み
せ
、

い
わ
ゆ
る
京
都
学
派
の
誇
る
べ
き
柱
の
一
っ
と

か
し
気
温
の
ほ
う
が
水
温
よ
り
低
い
と
き
、
海
底
に
地
熱
が
た

経
て
、
海
水
の
化
学
は
自
然
科
学
の
中
の
大
き
な
領
域
と
し
て
世
界
④
海
で
は
多
く
の
場
合
、
成
層
し
て
い
て
上
下
混
合
し
難
い
。
し

が
、
そ
の
創
始
に
際
し
て
詠
ま
れ
た
歌
で
あ
る
。
以
来
六
十
余
年
を
③
海
水
の
ほ
う
が
淡
水
よ
り
早
く
冷
え
る
。

海
洋
化
学
を
世
界
に
先
駆
け
て
確
立
さ
れ
た
恩
師
石
橋
雅
義
先
生

で
同
じ
味
が
す
る
。

②
海
は
昔
か
ら
大
き
く
て
塩
辛
か
っ
た
。
そ
し
て
今
で
は
世
界
中

ど
よ
も
す
声
す
学
び
や
は

陸
に
あ
れ
ど
も

（
他
の
星
は
ど
う
か
？
）

①
海
は
地
球
が
生
ま
れ
る
と
間
も
な
く
で
き
た

海
水
と
海
底
の
無
限
の
資
源
は
？

の
差
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
自
問
す
る
つ
も
り
で
見
聞
し

る
領
域
の
ほ
う
が
む
し
ろ
分
か
り
や
す
い
。
造
物
主
と
人
間
の
知
恵

人
類
は
海
か
ら
生
ま
れ
た
？

四

0
億
年
の
海
の
歴
史

わ
だ
つ
み
の

京
の
都
の

は
分
か
ら
な
い
不
思
議
に
満
ち
て
い
る
。
先
端
科
学
技
術
と
い
わ
れ

た
知
識
を
左
記
し
て
み
る
。
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海水の不思議

表 1

原子番号

海水中の溶存元素羅

元素名 溶存低(mg/L)

3
4
5
6
7
9
1
2
3
4
5
6
7
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
7
8
2
7
8
3
5
6
7
8
4
9
0
2
8
0
2
 

1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
5
5
5
5
5
7
7
8
8
8
9
9
 

ム

ム

ム

ム

ム

ウ

ム

ム

ウ

ウ

ム

ウ

ウ

ム

チ

ン
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ガ
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鉛

ウ

マ

索
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索

ジ

ロ

プ

ミ

素

ウ

ウ

タ

ウ

グ

ウ

ウ

ン

チ

リ

ウ

ッ

ッ

ト

グ

ル

イ

リ

ル

カ

タ

ナ

ロ

ン

パ

ッ

リ

ル

レ

ビ

ト

リ

ド

ウ

シ

リ

ン

リ

ン

ジ

リ

ラ

リ
ペ
ホ
炭
チ
フ
ナ
マ
ア
ケ
燐
硫
塩
カ
カ
ス
チ
バ
ク
マ
鉄
コ
ニ
銅
亜
ガ
ゲ
ヒ
セ
臭
ル
ス
モ
銀
カ
ヨ
七
パ
ラ
セ
タ
金
水
鉛
ラ
ト
ウ

銀

0.2 
0.0003 
4.06 

28. 
0.5 
1.4 

10,500. 
1,280. 

0.01 
2.0 
0.05 

900. 
18.900. 

380. 
410. 

0.00004 
0.0004 
0.003 
0.00006 
0.003 
0.005 
0.0005 
0.0007 
0.003 
0.005 
0.0002 
0.00002 
0.005 
0.004 

65. 
0.3 

130. 
0.015 
0.0003 
0.00001 
0.05 
0.0004 
0.01 
0.0003 
0.0004 
0.0001 
0.000004 
0.00003 
0.002 

1 XlO―10 

0.0001 
0.0015 

この表には酸素、水素（恥0として約960g)とへ
リウムなどの安定元素と重元素の幾つかが欠けてい
る。

1 mg/L以上存在するいわゆる多最成分の存在比
は殆んど一定しているが7N、14Si、15p、の 3元素

は栄養塩であるから一定しない。

（この表の値の多くは石橋研究室による）

の
温
暖
化
と
食
糧
問
題
が
同
時
に
解
決
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

え
る
ほ
か
は
な
い
。

藻
が
吸
収
す
る
。
し
た
が
っ
て
海
洋
砂
漠
を
緑
化
す
れ
ば
地
球
な
い
。
ま
だ
研
究
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
だ
か
ら
で
あ
る
。

一
緒
に
考

⑫
海
水
は
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
な
い
が
、
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
や
海
必
要
で
あ
る
し
、
さ
ら
に
ど
の
命
題
も
本
当
か
ど
う
か
よ
く
分
か
ら

（
陸
上
植
物
で
は
チ
ッ
素
、
リ
ン
と
カ
リ
ウ
ム
）

そ
れ
ぞ
れ
の
命
題
は
要
述
し
た
の
で
は
正
確
で
な
い
か
ら
、
補
足
が

⑪
海
の
植
物
の
栄
養
素
は
チ
ッ
素
、
リ
ン
と
ケ
イ
素
で
あ
る
。

⑩
海
水
中
に
少
な
い
元
素
ほ
ど
人
間
に
有
害
で
あ
る
。

こ
ろ
が
あ
る
。

な
ど
で
あ
る
。

こ
の
ほ
か
に
も
限
り
な
く
不
思
議
な
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
が
、
と

り
あ
え
ず
前
記
の
十
三
の
命
題
に
つ
い
て
話
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

⑨
深
海
底
に
は
マ
ン
ガ
ン
瘤
と
呼
ば
れ
る
富
鉱
が
お
ち
て
い
る
と
⑬
海
の
中
で
生
命
が
生
じ
た
。
（
今
も
生
じ
て
い
る
か
？
）
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図 1 七な海流

地球の自転に伴って、赤道近傍の大気は常に束から 1lりに向って流れ（貿易風）、中緯

疫のあたりでその反流（偏西風）が吹いている。表l,11海流もそれに伴っておこるから、

北半球では時計廻り、南半球では反時計廻りになる。及方が赤迫上東端で合体して西

流する。

40° 

20° 

40° 
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図2 表而海水温度、8月（単位は℃）

太ギ洋赤道流はエクワドル海岸沖の冷水塊（ラニーニャと呼ばれている）から始まる。

これが時に消えるときがあり 、エルニーニョ現象と呼ばれる。汎常気象はこれが引き

金でおこると言われている。
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海水の不思誂
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図 3 表而海水の塩分浪度、北半球の夏（単位は g/kg)

海袢の塩分浪度は緯度が高くなると低くなる。llf]放湘域のうちで般も閥いのは紅海で

あるが、大西洋は全体的に太平洋より高い。いづれも蒸発速度がきめてと考えられて

いる。

なお、塩分沿度を初め、すべての化学成分は観測船による採水分析によらなければな

らないから葵大な労力と時間が必要である。この塩分i農度分布図も何隻もの船が何U
にもわたって測った値の継ぎ張りによ ってできている。

他方図 2の温度といったような物珂！絨は、今日では人「．衛星での赤外線測定によって

l!I1時同時的に1井られるようになっている。（リモート ・センシング法）
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図5 炭索の移動
ギガトン

（単位はGT=lO億トン）

炭酸ガスは地球誕生時は化

大気の主成分であったが、 g
激減して現在では0.03%、科

750GT （炭素換算）に

なっている。ところがこ

のところ年間 3GTずつ

増加しており、それが人

類による石湘消費の増加

にもとづくと菩告されて

いる。もともと大気と生

物圏、水圏、岩石圏の間

では年間約200GTもの

炭酸ガスが往来している

のであり、増加の要因と

しては、太陽エネルギー

とその受光趾の増加、火

山活動の増加、光合成

（植物）の減少など他に

も色々考えられる。
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ね
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
や
が
て
イ
ギ
リ
ス
を
先
頭
に
列
強
が
中
国

一
八
四
二
年
に
は
屈
辱
的
な
南
京
条
約
を
結
ば

っ
て
清
朝
は
急
激
に
衰
弱
に
向
か
い
、
ア
ヘ
ン
戦
争
で
イ
ギ
リ
ス
に

大
敗
を
し
た
結
果
、

入
す
る
こ
と
に
つ
と
め
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
一
九
世
紀
に
な
た
。
唐
王
朝
の
よ
う
な
世
界
帝
国
で
は
今
日
に
も
通
ず
る
花
や
か
な

も
と
よ
り
の
こ
と
、
王
朝
の
興
亡
に
か
か
わ
り
な
く
中
国
文
化
を
輸

れ
る
も
の
で
は
な
く
、
年
代
を
超
越
し
て
永
続
性
、

一
貰
性
が
あ
っ

祖
国
と
し
て
、
長
年
に
亘
っ
て
尊
敬
し
て
き
た
。
遣
唐
使
の
時
代
は

し
か
し
、
中
国
の
文
化
は
決
し
て
王
朝
の
興
亡
に
よ
っ
て
左
右
さ

い
う
ま
で
も
な
く
、
江
戸
時
代
の
末
ま
で
日
本
は
中
国
を
文
化
的
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

て
き
た
日
本
古
来
の
文
化
も
、
も
早
や
価
値
を
失
っ
た
と
さ
え
思
わ

中
国
が
な
ぜ
変
る
の
か
、
ど
こ
ま
で
変
る
の
か
と
い
う
面
を
見
な
け

中
国
の
在
来
文
化
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
も
っ
ぱ
ら
中
国
に
依
存
し

の
で
あ
っ
て
、
変
ら
ざ
る
中
国
に
の
み
郷
愁
を
寄
せ
る
こ
と
な
く
、

の
滅
亡
は
余
り
に
も
大
き
な
衝
撃
で
あ
っ
て
、

一
部
の
日
本
人
に
は

で
も
、
と
く
に
漢
字
文
化
圏
に
属
す
る
も
の
の
親
近
感
と
い
っ
て
も
中
華
帝
国
が
こ
の
世
か
ら
姿
を
消
す
と
、
伝
統
あ
る
中
国
文
化
そ
の

の
日
本
人
は
中
国
が
わ
か
り
や
す
く
、
肩
の
こ
ら
な
い
こ
と
に
安
ら

ぎ
を
感
ず
る
に
違
い
な
い
。
こ
れ
は
千
何
百
年
来
、
祖
先
た
ち
が
中

や
理
解
が
可
能
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
い
う
な
れ
ば
東
ア
ジ
ア
の
中

よ
い
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
中
国
も
現
実
に
変
化
し
つ
つ
あ
る

国
の
古
典
に
よ
っ
て
教
育
さ
れ
、
漢
字
を
も
と
に
し
た
共
通
の
思
考

中
国
観
は
一
変
し
て
、
明
治
に
な
る
と
中
国
軽
視
は
ま
す
ま
す
甚
し

東
西
の
相
違
を
体
験
し
た
い
と
思
う
で
あ
ろ
う
。
そ
う
し
て
大
多
数

の
惨
状
を
目
撃
し
て
驚
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
か
ら
日
本
人
の

思
い
、
先
ず
中
国
へ
旅
し
た
人
も
次
に
は
欧
米
の
風
物
に
触
れ
て
、

上
海
視
察
に
派
遣
さ
れ
た
日
本
人
た
ち
は
、
実
に
憐
れ
む
べ
き
中
国

欧
米
へ
旅
し
た
人
の
多
く
は
き
っ
と
中
国
の
旅
を
楽
し
み
た
い
と

侵
略
を
始
め
た
と
き
、

く
、
つ
い
に
は
列
強
と
と
も
に
中
国
へ
の
武
力
侵
略
に
狂
奔
し
た
。

同
時
に
中
国
文
化
に
対
す
る
見
方
が
変
っ
て
き
た
の
も
当
然
で
あ
っ

た
。
二
十
世
紀
に
入
っ
て
消
朝
が
亡
び
、
栄
光
に
満
ち
た
か
つ
て
の

も
の
も
絶
滅
し
た
と
考
え
る
人
た
ち
も
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
清
朝

文
化
が
生
ま
れ
、
南
宋
か
ら
元
朝
に
か
け
て
漢
民
族
が
被
征
服
者
と

し
て
圧
迫
さ
れ
て
い
た
時
代
に
は
、

い
か
に
も
陰
気
な
重
苦
し
い
文

化
が
生
ま
れ
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漢
民
族
の
文
化
は
そ
れ

一
八
六
二
年
（
文
久
二
年
）
江
戸
幕
府
か
ら
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中国へのあこがれ

成
功
を
収
め
、
次
期
の
世
界
を
担
う
超
大
国
こ
そ
中
国
で
あ
る
と
い

今
日
、
中
国
で
は
部
小
平
氏
に
よ
る
経
済
第
一
主
義
の
政
策
が
大

を
問
題
に
す
る
人
は
意
外
に
少
な
い
よ
う
で
あ
る
。

て
人
類
の
平
和
と
幸
福
に
と
っ
て
意
義
が
あ
る
の
か
、
と
い
う
こ
と

独
裁
制
で
あ
り
、

い
ま
―
つ
が
広
大
な
領
土
の
占
有
で
あ
ろ
う
。
独

中
国
を
特
徴
付
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
―
つ
が
政
治
に
お
け
る

非
民
王
的
、
前
近
代
的
と
も
い
う
べ
き
二
つ
の
要
素
が
、
今
日
な
お
本
人
に
と
っ
て
最
大
の
関
心
事
な
の
で
あ
る
。

い
わ
ゆ
る
中
国
の
近
代
化
に
い
か
に
対
応
す
る
か
は
、

わ
れ
わ
れ
日

い
と
思
う
。
こ
れ
を
支
え
て
き
た
の
が
、
何
千
年
の
歴
史
を
も
つ
農
行
き
詰
り
を
き
た
し
、
逆
戻
り
の
必
要
さ
え
叫
ば
れ
て
い
る
と
き
、

に
よ
っ
て
成
長
し
た
も
の
で
、
こ
こ
に
強
靱
性
が
あ
る
と
い
っ
て
よ

業
で
あ
っ
た
。
儒
教
を
基
盤
と
す
る
政
治
体
制
が
そ
こ
か
ら
生
ま
れ
、

裁
者
の
存
在
が
今
後
も
許
さ
れ
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
中
国
が

何
故
こ
れ
だ
け
の
領
土
を
も
つ
必
然
性
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
が
果
し

う
説
が
盛
ん
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ア
メ
リ
カ
の
若
手
の
評
論
家
に

追
随
す
る
日
本
人
も
多
く
、
中
国
の
強
盛
を
過
信
す
る
あ
ま
り
、
日

変
え
て
よ
み
が
え
っ
て
く
る
に
違
い
な
い
。
西
洋
の
経
済
、
文
化
が

一
性
と
い
う
こ
と
は
、
永
続
性
、

一
貰
性
と
と
も
に
歴
史
と
伝
統
と

そ
の
間
に
は
分
裂
の
危
機
に
陥
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
中
国
は
形
を

の
文
化
を
普
及
さ
せ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
中
国
文
化
の
普
遍
性
、
均
根
強
い
抵
抗
を
示
し
て
巻
き
返
し
を
計
る
と
き
が
く
る
で
あ
ろ
う
。

に
わ
た
り
、
周
辺
の
少
数
民
族
を
同
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
共
通

一
瞬
の
出
来
事
に
過
ぎ
な
い
の
か
。
必
ず
中
国
の
歴
史
と
伝
統
と
が
、

発
展
し
続
け
て
き
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
年
と
と
も
に
広
い
地
域

ぞ
れ
の
時
代
の
特
色
を
発
揮
し
つ
つ
、
少
し
も
断
絶
す
る
こ
と
な
く

状
が
ど
こ
ま
で
続
く
の
か
、
あ
る
い
は
長
い
時
の
経
過
か
ら
み
れ
ば
、

本
の
将
来
を
危
惧
す
る
も
の
も
現
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の
現
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第
五
回

現

聡

職

歴
生
年
月
日

出

身

地

学

歴

昭
和
．
八
年
．

JI
六
II

京
都
府

H
占
ヶ
斤
美
術
丁
芸
学
校

文
化
庁
在
外
研
修
貝
と
し
て

一
年
間
留
学

ア
ト
リ
エ

17
（
於
フ
ラ
ン
ス
）

文
化
勲
章
受
章
佐
治
野
使
先
生
に
師
事

日
殷
審
壺
員

フ
ォ
ル
メ
創
立
結
成
会
員

京
都
府
工
芸
美
術
展
審
査
具

文
化
庁
在
外
研
修
貝

京
展
湘
査
且

H
工
会
展
徘
木
且
具

漆
芸
家

・
11展
会
且

・
11工
会
狸
廿

京
都
上
芸
災
術
作
家
協
会
会
且

活
躍
分
野

主著

警

外
な

貢

格

・

褒

買

等

創

t
会
会
且

H
展
入
選

・
11展
特
選
一
皿

い

11
小
都
府
L
芸
災
術
展
倣
代

以
都

diぃ．ぷ
術
新
人
伐

lyJH
を
開
く
11本
の
新
じ
芸
股

“
小
展
匹

「
耀
貝
飾
箱
暁
の
海
」

第
四
回
倫
雅
買

（
河
北
倫
明
先
牛
）

日
丁
会
展
文
部
大
肛
伐

N
H
K

テ
レ
ピ
「
漆
を
枇
界
に

•

あ
る
漆
芸
家
の
挑
戦
L
放
映

京
都
朝
日
画
廊
に
て
在
外
研
修
帰
朝
個
展

京
都
高
島
屈
美
術
画
廊
に
て
個
展

．
九
六

0
年
代
の
上
芸
品
揚
す
る
新
し
い
造
形
招
待
出
nnn

近
代
の
潮
流
扇
都
の

H
本

画

と

丁

芸

招

待

出

品

第

一
皿
剖
工
会
展
以
後
／
間
年
間
佃
出
品

服
部
峻
外
作
品
集
「
漆
芸
の
燦
」（
ふ
た
ば
K
几肪
）

思
文
閣
に
て
倫
雅
収
受
政
記
念
展
開
佃

ロ
ー
マ
法
［
ヨ
ハ
ネ

・
パ
ウ
ロ
．

一世
に
謁
見
し
典
K
り

'-11献
K

漆
芸

服

部

峻

昇

一
九
九
四
年
＿

京
の
み
や
び

漆
を
語
る

二
月
一
六
日

飯
秀
伐

（
は
っ
と
り
し
ゅ
ん
し
ょ
う
）



然
の
う
ち
に
目
に
し
、
手
に
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

す
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。
陶
芸
の
よ
う
に
炎
の
世
界
で
思
い
も
か

ど
り
、
今
日
で
は
漆
芸
も
家
庭
用
器
物
と
し
て
日
常
化
し
、
ご
く
自
色
を
出
す
こ
と
も
、
感
情
の
お
も
む
く
ま
ま
に
絵
筆
を
動
か
し
表
現

意
識
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
様
々
な
歴
史
的
経
過
を
た
彫
刻
用
の
素
材
と
違
っ
て
非
常
に
制
約
の
多
い
素
材
で
す
。
自
由
に

も
庶
民
の
間
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
光
悦
や
光
琳
の
漆
芸
の
美

ト
が
中
国
産
の
も
の
に
占
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
漆
は
絵
の
具
や
、

し
か
し
、
江
戸
時
代
に
な
る
と
生
活
文
化
の
発
展
と
共
に
、
漆
器
を
吟
味
し
、
使
用
す
る
わ
け
で
す
が
、
市
場
で
は
約
八

0
パ
ー
セ
ン

で
使
用
さ
れ
、
特
権
階
級
の
支
持
と
支
配
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

又
は
蒔
絵
の
た
め
の
重
要
な
役
割
を
果
し
ま
す
。
日
本
産
の
よ
い
漆

へ
と
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
漆
器
は
寺
院
や
貴
族
社
会

漆
は
漆
の
木
か
ら
取
れ
る
樹
液
で
、
漆
芸
の
素
材
と
し
て
、
塗
り

化
が
花
開
き
ま
し
た
が
、
漆
も
例
外
で
は
な
く
、
絢
爛
豪
華
な
も
の

ち
の
人
々
に
継
承
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

す
。
や
が
て
平
安
時
代
に
な
る
と
貴
族
を
中
心
と
し
て
、
様
々
な
文

に
と
っ
て
の
素
晴
し
い
環
境
を
持
つ
、
京
都
の
よ
さ
を
、
私
達
の
の

子
は
漢
の
時
代
の
漆
工
芸
の
技
術
に
通
じ
る
も
の
と
い
わ
れ
て
い
ま
美
が
作
り
だ
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
文
化
・
芸
術
産
業
の
発
展

の
技
術
が
大
き
く
発
展
し
ま
し
た
。
奈
良
の
法
隆
寺
に
残
る
玉
虫
厨
統
と
美
意
識
に
、
新
た
な
現
代
の
時
代
感
覚
を
加
え
た
現
代
の
漆
芸

塗
や
螺
釧
な
ど
の
加
飾
技
法
等
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
日
本
の
漆
工
芸

そ
の
京
都
で
は
、
室
町
や
桃
山
時
代
の
伝
統
を
今
な
お
引
き
継
ぐ
伝

花
開
い
た
の
が
奈
良
時
代
で
す
。
こ
の
頃
、
中
国
か
ら
伝
わ
っ
た
漆

は
折
し
も
建
都
―
二

0
0年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
古
来
か
ら
日
本
人
に
親
し
ま
れ
て
き
た
漆
が
大
き
く

が
生
み
だ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
私
が
生
ま
れ
育
ち
ま
し
た
こ
の
京
都

身
具
に
紋
様
を
描
く
の
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

式
、
文
様
ま
で
が
そ
の
時
代
を
映
し
だ
す
、
各
時
代
に
独
得
の
作
品

料
と
混
ぜ
あ
わ
せ
た
鮮
や
か
な
赤
い
漆
で
、
櫛
や
耳
飾
り
な
ど
の
装

ど
の
保
護
、
補
強
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
他
に
も
顔

文
時
代
前
期
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
当
時
、
漆
は
土
器
、
土
偶
な

漆
と
日
本
人
の
関
わ
り
は
、
今
か
ら
お
よ
そ
六

0
0
0年
前
の
縄

い
ま
す
。

具
調
度
、
建
物
内
部
の
装
飾
に
も
漆
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

こ
の
よ
う
に
”
漆
工
芸
“
は
時
代
の
空
気
を
敏
感
に
吸
収
し
、
様

た
。
茶
道
に
使
わ
れ
る
棗
、
盆
、
棚
な
ど
は
も
と
よ
り
、
硯
箱
や
家
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京のみやぴ 漆を語る

創
造
の
魂
な
の
で
す
。
技
術
は
十
年
も
あ
れ
ば
習
得
す
る
こ
と
が
出

し
そ
れ
以
上
に
、
何
よ
り
大
切
な
の
が
、
作
者
自
身
の
心
の
美
学
、

こ
と
に
価
値
を
置
く
む
き
が
あ
り
ま
す
が
、
よ
り
大
切
な
こ
と
は
、

と
こ
ろ
で
、
漆
工
芸
は
と
も
す
れ
ば
、

一
見
使
い
易
く
、
美
し
い

中
で
、
本
当
の
美
し
さ
が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
す
。

い
ま
す
。
苦
し
く
と
も
、
常
に
挑
戦
し
、
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く

べ
る
よ
い
作
品
を
一
点
で
も
創
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

れ
か
ら
も
そ
の
新
た
な
可
能
性
を
求
め
て
、
現
代
の
漆
芸
作
品
と
呼

ら
な
い
の
で
す
。
毎
日
、
鏑
を
持
ち
、
自
分
の
意
の
ま
ま
に
表
現
で

日
本
の
風
土
に
マ
ッ
チ
し
独
得
の
文
化
を
育
ん
で
き
た
漆
工
芸
、
こ

い
く
仕
事
で
す
。
し
か
し
、
た
だ
積
み
重
ね
て
い
け
ば
よ
い
か
と
い

に
は
、
日
々
の
技
術
の
修
練
が
決
し
て
、
お
ろ
そ
か
に
さ
れ
て
は
な

き
る
よ
う
に
訓
練
す
る
の
で
す
。
こ
れ
は
人
生
と
同
じ
で
あ
る
と
思

ま
ず
そ
の
作
品
が
作
者
の
心
、
あ
る
い
は
個
性
を
表
し
物
語
る
も
の

で
あ
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
無
論
、
技
術
は
大
切
で
す
。
し
か

来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
本
物
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

磨
か
れ
た
感
性
が
な
い
と
現
代
の
漆
芸
作
品
の
言
葉
を
語
る
こ
と
が

出
来
な
い
か
ら
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
然
を
よ
く
見
、
感
動
し
、

が
、
漆
工
芸
の
表
現
素
材
の
可
能
性
は
無
限
で
あ
る
と
感
じ
ま
す
。

こ
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
の
た
め

品
を
追
求
し
て
い
ま
す
。
こ
の
道
に
入
っ
て
三

0
余
年
に
な
り
ま
す

う
と
、
決
し
て
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
の
感
性
や
感
動
が
そ
と
螺
鋪
と
い
う
伝
統
的
な
技
法
を
用
い
な
が
ら
、
現
代
の
漆
工
芸
作

す
。
発
想
の
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
私
は
近
年
、
蒔
絵

漆
と
い
う
も
の
は
、
何
回
も
何
十
回
も
塗
り
研
ぎ
を
積
み
重
ね
て

け
な
い
美
と
出
合
う
こ
と
も
な
い
の
で
す
。

さ
ら
に
今
、
日
本
人
の
生
活
空
間
が
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま

本
能
的
に
そ
れ
を
作
品
と
し
て
形
象
化
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
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第
六
回

一
九
九
五
年
＿
月
二

0
日

ポ
ン
ペ
イ
発
掘

活
躍
分
野

主
な
著
害

現

職

職

歴
生
年
月
日

出

身

地

学

歴

浅

香

ゞ
じ
卜：
ード
し

ー

冗
II

）

ー

ノ'

)

•9

-J 

．ヽ
，
ー

ー
，

以
都
大
学
文
学
部
史
学
科
卒
菜

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

ハ
ー
ヴ

ァ
ー
ド
大
学
に

研
究
且
と
し
て
留
学

在

ロ

ー

マ

ア

メ

リ
カ
ト11
典
学
研
究
所
留
学

在

ロ

ー

マ

ス

ウ

ェ
ー
デ
ン
古
典
学
研
究
所
留
学

同
志
社
閻
笠
学
校
教
諭

(
.
J
L
I
l
o

_
．
JL
冗
冗
年
）

同
ぶ
社
大
学
文
学
部
専
任
講
師
、
助
教
授
、
教
授

(

．

JL
五
五
ー
現
化
）

同
必
社
大
学
文
学
部
部
辰

古
代
学
協
会

・
古
代
学
研
究
所

ボ
ン

ペ
イ
学
術
調
布
隊
隊
具

「
ク
レ
オ
パ

ト
ラ
と
そ
の
時
代
」

「
ロ
ー

マ
文
明
の
跡
を
訪
ね
て
」

エ
イ
ナ
ル

・
イ
エ
ル
シ
ュ
タ
ー
ド
抒

「
ロ
ー
マ
都
市
の
起
源
」
（
翻
訳
）

占
代

ロ
ー
マ
史
及
び
ポ
ン
ペ
イ
学
術
調
杏

i

正
（
あ
さ
か
た
だ
し
）



イ
・
ミ
ス
テ
リ
駅
で
下
車
し
、
ポ
ン
ペ
イ
遺
跡
の
入
口
に
到
達
す
る

ポ
リ
か
ら
ヴ
ェ
ズ
ヴ
ィ
オ
周
回
鉄
道
で
約
四

0
分
、
ヴ
ィ
ラ
・
デ

ポ
ン
ペ
イ
は
ナ
ポ
リ
の
東
南
約
二
四
粁
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
、

ナ

の
噴
火
に
よ
っ
て
埋
没
す
る
と
き
は
、
紀
元
前
八

0
年
植
民
市
建
設

変
化
し
て
行
き
ま
し
た
。
ポ
ン
ペ
イ
は
七
九
年
ウ
ェ
ス
ウ
ィ
ウ
ス
山

に
拡
大
す
る
に
つ
れ
、
各
都
市
は
そ
の
独
立
を
失
い
、
自
治
都
市
に

継
続
さ
れ
、
ほ
ぽ
全
遺
跡
の
五
分
の
四
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

政
体
を
と
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、

ロ
ー
マ
の
勢
力
が
イ
タ
リ
ア
半
島

以
来
今
日
ま
で
、
ポ
ン
ペ
イ
の
発
掘
は
時
代
の
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、

イ
タ
リ
ア
の
諸
都
市
も
最
初
は
ギ
リ
シ
ア
と
同
様
、
都
市
国
家
の

に
ポ
ン
ペ
イ
の
組
織
的
な
発
掘
を
行
わ
せ
ま
し
た
。

フ
ィ
オ
レ
ッ
リ

栄
光
を
求
め
て
、
有
能
な
考
古
学
者
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
フ
ィ
オ
レ
ッ
リ

ー
ル
）
、
東
西
―
二

0
0
メ
ー
ト
ル
、
南
北
六
五

0
メ
ー
ト
ル
の
梯

ィ
ッ
ト
ー
リ
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
ニ
世
は
か
つ
て
の
ロ
ー
マ
帝
国
の

一
八
六
一
年
三
月
イ
タ
リ
ア
王
国
が
成
立
し
、
王
位
に
つ
い
た
ヴ

金
銀
製
の
宝
石
細
工
な
ど
の
美
術
品
を
王
宮
に
も
ち
帰
り
ま
し
た
。

た
り
次
第
に
め
ぼ
し
い
大
理
石
や
青
銅
製
の
彫
刻
、

フ
レ
ス
コ
絵
画
、

よ
り
は
、
「
宝
探
し
」
の
性
格
の
強
い
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
手
当

ポ
ン
ペ
イ
は
城
壁
に
か
こ
ま
れ
、
そ
の
周
囲
が
約
三
・
ニ
粁
、
城

し
か
し
、
プ
ル
ボ
ン
王
家
時
代
の
発
掘
は
組
織
的
な
調
査
と
い
う

た
プ
ル
ボ
ン
王
家
時
代
の
一
七
四
八
年
の
と
き
か
ら
で
あ
り
ま
す
。

ス
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
埋
没
し
、
な
が
い
間
人
々
の
記
憶
か
ら
忘
れ

が
本
格
的
に
発
掘
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
は
ナ
ポ
リ
を
支
配
し
て
い

ポ
ン
ペ
イ
の
町
が
人
々
の
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
ポ
ン
ペ
イ
遺
跡

去
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
よ
う
や
く
十
七
世
紀
頃
に
な
っ
て
か
つ
て
の

古
代
ロ
ー
マ
都
市
の
ポ
ン
ペ
イ
は
紀
元
後
七
九
年
ウ
ェ
ス
ウ
ィ
ウ

ノ
川
に
向
っ
て
急
斜
面
と
な
り
、
比
較
的
防
禦
に
適
し
、
か
つ
サ
ル

の
で
、
交
通
の
便
に
も
適
し
、
商
業
活
動
に
便
利
な
位
置
に
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

壁
に
は
八
つ
の
城
門
（
た
だ
し
「
カ
プ
ア
門
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
城
門
は
未

認
発
掘
調
査
を
行
っ
て
お
り
ま
す
）
が
あ
り
、
か
つ
城
壁
に
十
二
の
塔
が

構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
都
邑
面
積
は
一
五
五
エ
ー
カ
（
約
六
三
ヘ
ク
タ

形
を
な
し
て
お
り
ま
す
。

発
掘
の
た
め
、
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
古
代
学
研
究
所
が
現
在
そ
の
城
壁
の
確

ノ
川
の
河
口
に
近
く
、
現
在
よ
り
も
も
っ
と
海
岸
が
接
近
し
て
い
た

距
離
は
約
一
〇
粁
足
ら
ず
で
あ
り
ま
す
。
ポ
ン
ペ
イ
の
南
側
は
サ
ル

溶
岩
台
地
の
舌
状
部
に
あ
り
、
火
口
の
中
心
か
ら
ポ
ン
ペ
イ
ま
で
の

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ポ
ン
ペ
イ
は
ウ
ェ
ス
ウ
ィ
ウ
ス
山
の
東
南
側
の
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に
関
係
の
あ
っ
た
独
裁
官
ス
ッ
ラ
の
名
前

L
u
c
i
u
s
C
o
r
n
e
l
i
u
s
 

S
u
l
l
a
 F
e
l
i
x
と
ポ
ン
ペ
イ
の
守
護
神
ウ
ェ
ヌ
ス

V
e
n
u
s
か
ら

C
o
l
,

（
ポ
ン
ペ
イ
人
の
町
コ
ル

o
n
i
a
 C
o
r
n
e
l
i
a
 V
e
n
e
n
a
 P
o
m
p
e
1
a
n
o
r
u
m
 

に
は
い
ろ
い
ろ
な
機
能
を
も
っ

villa
ウ
ィ
ラ
が
あ
り
ま
し
た
。
ウ

ィ
ラ
と
い
え
ば
、
今
日
一
般
に
生
活
の
余
暇
を
楽
し
む
別
荘
を
意
味

前
者
は

villa
di 
oti u
m
 (
閑
暇
別
荘
）
と
呼
ば
れ
、
後
者
は

villa

道
路
に
沿
っ
て
多
く
の
墓
碑
が
立
っ
て
お
り
、
そ
の
墓
に
は
そ
の
墓

に
葬
ら
れ
て
い
る
人
々
の
業
績
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

墓
碑
を
建
立
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
も
ポ
ン
ペ
イ
の
城
門
の
外
側
に
、

ま
た
古
代
の
ロ
ー
マ
人
は
郊
外
に
通
じ
る
道
路
の
両
側
に
立
派
な

rustica 
(it業
屋
敷
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

る
葡
萄
酒
や
オ
リ
ー
ブ
油
を
製
造
す
る
農
業
屋
敷
も
あ
り
ま
し
た
。

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
ま
た
ポ
ン
ペ
イ
近
郊
の
農
業
特
産
物
で
あ

し
、
ポ
ン
ペ
イ
の
郊
外
に
も
そ
の
よ
う
な
機
能
を
も
つ
豪
華
な
別
荘

四
0
／
五

0
年
）
、
第
四
様
式
（
後
四
五
ー
七
九
年
）
。

様
式
（
前
八

0
ー
ニ

0
／
一
五
年
）
、
第
三
様
式
（
前
一
五
ー
後

に
関
す
る
家
屋
や
一
般
市
民
の
住
宅
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
農
村
部

説
が
有
力
で
あ
る
。
第
一
様
式
（
前
一
八

O
I八
0
年
）
、
第

造
物
と
一
般
公
共
建
造
物
が
あ
り
、
口
私
的
建
造
物
と
し
て
商
工
業

様
式
年
代
に
対
し
、
現
在
の
研
究
で
は
次
の
ご
と
く
区
分
す
る
学

村
部
か
ら
な
り
た
ち
、
都
邑
部
に
は
日
公
共
建
造
物
と
し
て
宗
教
建

梗
概
（
二
八
頁
、

>．

5
|
6
)
に
記
し
た
ポ
ン
ペ
イ
絵
画
の

古
代
ロ
ー
マ
都
市
ポ
ン
ペ
イ
は
城
壁
内
の
都
邑
部
と
城
壁
外
の
農

ネ
リ
ウ
ス
・
ウ
ェ
ヌ
ス
植
民
市
）
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

後
記

で
あ
り
ま
す
（
ス
ラ
イ
ド
約
百
枚
を
用
い
、
ポ
ン
ペ
イ
の
遺
跡
を
説
明
）
。

ま
す
。
ま
さ
し
く
ポ
ン
ペ
イ
の
遺
跡
は
、

ロ
ー
マ
文
明
の
宝
庫
な
の

イ
の
人
々
の
宗
教
意
識
や
美
意
識
を
わ
た
く
し
た
ち
に
伝
え
て
く
れ

住
宅
の
壁
面
に
描
か
れ
て
い
る
奇
麗
な
フ
レ
ス
コ
絵
画
は
、
ポ
ン
ペ
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I
．
ポ
ン
ペ
イ
の
位
置
ポ
ン
ペ
イ
の
都
市
領

11
．
ポ
ン
ペ
イ
の
都
市
（
二
九
頁
）

皿
城
壁
内
の
都
市

1

城
壁
、
城
門
、
塔

街
路
、
東
西
路

(
d
e
c
u
m
a
n
u
s
)
、
南
北
路

(
c
a
r
d
o
)

地
区
、
街
区
、
家
屋

公
共
建
造
物

a

広
場
（
フ
ォ
ル
ム
）
（
A
）

b

凱
旋
門

さ、

C

ー
シ
リ
カ

d

市
参
事
会
議
事
堂
（
元
老
院
）

e

神
殿
こ
r
ポ
ロ
神
、
ユ
。
ヒ
テ
ル
神
、
ラ
レ
ー
ス
神
、
幸
巡
の
神

ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
、
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
帝
、
イ
シ
ス
神
等

f

公
共
浴
場

(
B
)

g

円
形
闘
技
場

h

劇
場

•
1

体
育
訓
練
場
（
パ
ラ
エ
ス
ト
ラ
）

j

肉
市
場
（
マ
ケ
ル
ム
）

K

エ
ウ
マ
キ
ア

商
工
業
用
建
造
物

a
旅
館
（
カ
ウ
ポ
ー
ナ
）

b

商
店
・
食
堂
（
タ
ベ
ル
ナ
）

c

飲
食
店
（
テ
ル
モ
ポ
リ
ウ
ム
）

d

パ
ン
屋
（
ピ
ス
ト
リ
ヌ
ム
）

e

毛
織
物
・
縮
充
工
房
（
フ
ロ
ニ
カ
）

f

調
味
料
（
魚
汁
）
工
房
（
ガ
ル
ム
）

ポ
ン
ペ
イ
住
宅

ヴ
ェ
ッ
テ
ィ
の
家

(
C
)

フ
ァ
ウ
ヌ
ス
の
家

(
D
)

6
 

5
 

4
 

3
 

2
 

b
 
a
 

6
 

w．
城
壁
外
の
牒
村

1

墓
地

a

猫
地
通
り
（
v
i
a
<lei 
sepolcri) 

b

ポ
ル
タ
・
ノ
チ
ェ
ラ
の
硲
地

2

鹿
村
屋
敷

(villa)

a

閑
暇
別
荘

(villa
di o
t
i
u
m
)
 

m
秘
儀
荘

(
E
)

②
ポ
ッ
ペ
ア
の
別
荘

(
F
)

b

農
業
屋
敷

(villa
rustica) 

①
ル
キ
ウ
ス
・
カ
エ
キ
リ
ウ
ス
・
ユ
ー
ク
ン
ド
ゥ
ス
の
牒
業

屋
敷

(
G
、
1
.
2
)

幻
ウ
ィ
ラ
・
レ
ジ
ー
ナ
の
呉
業
屋
敷

(
H
)

,
|
し

＞
．
ポ
ン
ペ
イ
の
都
市
の
発
展

オ
ス
キ
人

ギ
リ
シ
ア
人

エ
ト
ル
ス
キ
人

ギ
リ
シ
ア
人

サ
ム
ニ
ウ
ム
人

a

建
築
第
1
段
階

5
 

4
 

3
 

2
 

ー

ロ
ー
マ
人

建
築
第
3
段
階

建
築
第
4
段
階

建
築
第
5
段
階

c
 

b
 
a
 

b
 
建
築
第
2
段
階

第
1
期
サ
ム
ニ
ウ
ム
時
代

（前四
0
0
,
-
―10
0
年）

第
2
期
サ
ム
ニ
ウ
ム
時
代

（前――
1
0
0
ー一八
0

年）

第
3
期
サ
ム
ニ
ウ
ム
時
代
・
絵
画
第
1
様
式

時
代
（
前
一
八
0

人
0

年）

絵
画
第
2
様
式
時
代
（
前
＾
o
_
後
一
匹
年
）

絵
画
第
3
様
式
時
代
（
後
一
四
ー
六
二
年
）

絵
画
第
4
様
式
時
代
（
後
空
工
元
年
）
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ポンペイ

華
怨

}
t
入モ

カブア門(?¥ 
第9塔第8塔

ヽー

④ え、ク

｀ 
エルコ・
＼／ 

〇竪琴奏者の家 (1,4,5)
〇クリプトポルテイコ（地下列柱廊）の家 (I.6 
〇ステファヌスのフロニカ (1,6,7)
〇ケイイの家 (I.6. 15) 
〇パクイウス＝プロクルスの家 (I,7,1)
〇神官アマンドゥスの家 (1,7,7)
〇エフェポの家 (l,7,11)
〇四様式の家 (I,8, 17) 
〇美しいイムプルウィウムの家 (1,9,1)
R果樹団の家 (1,9,5)
〇メナンドロスの家 (1,10,4)
〇恋人たちの家 (I.10,11)

＄；：字嵩翌翌贔，1酎ふ 茫`ク-- ＼-／  ＄闊ぷ;マ?VI三 {•VI295\6. 15) 霊認芯雷；神殿

Rサルノlllラレース神祠堂の家 (I,14, 7) 'U SM．ガウィウス＝ルフスの家（vn.2. 16) ①二人官役所

Rエウロバ乃舟の家 (1,15. 3) R外科医の家 (VI,1, 10) G)パン焼窯の家 (Vll,2,22) ＠市参事会議邪堂

〇逃走者の家 (l.21, 2•1) 0サルスティウスの家 (Vl,2,4) $狩猟の家 (VI,4, 48) R按察官役所

RD．オクタウィウス＝クアルティオの家 ◎パンサの家 (VI,6, I) 〇姐婦の家 (¥1,12, 18) ①パシリカ

（ロレイウス＝テイプルティヌス家） （11.2.2) Gアポロの家 (VI,7, 23) $M．ファピウス＝ルフスの家 (¥/11，西街区， 16-19) ⑭三角広場

R貝殻のウェヌスの家 <II,3.3) e悲劇詩人の家 (9'I,8. 3) R猪の家（旧． 3,8) Rドリス式神殿

◎ユリア＝フェリクスの農園 (11,4.3) G大唄水の家 (VI,8,22)．小噴水の家 (VI,8,23) GIコルネリウス＝ルフスの家 Olli,4, 5) ＠大劇場

9A.トレビウス＝ウァレンスの家 (ID,2,1) @メレアグロスの家 (VI,9, 2) @M．エビデイウス＝ルフスの家 (IX,1,20) R小劇場

R道徳家の家 (m.4. 2) Rディオスクリの家 (VI,9, 6) 0マルクス＝ルクレティウスの家 (IX.3,5) ＠ィシス神殿

Rビナリウス＝ケリアリスの家 (ll,4,6) G錨の家 (VI,10,7) $ピュグマイオイの家 (IX.5,9) Rパラエストラ

cL．カエキリウス＝ユクンドゥスの家 (V,1,26) E9ラビュリントゥスの家 (VI,11, 10) e百年祭の家 (IX,8, 6) R円形闘技場

〇銀婚式の家 (V,2 • 2. i) eファウヌスの家 (VI,12, 2・5) Ci9C．ユリウス＝ポリュピウスの家 (IX,13, l ・3) ①フォルム浴場
◎M．ルクレティウス＝フロントの家 (V,4, a) Gウェッティの家 (VI,15, 1) @M．オペリウス＝フィルムスの家 (IX.14, 4) ＠スタピア浴場

◎剣闘士の家 (V,5,3) @アモリーニ・ドラーティの家 (Vl,16,7) (D秘俄荘 ⑨中央浴場 6
N
 



写真 1 フォルム（広楊）

ボンペイの政治・経済・宗教などの市民生活の中心地で、38Xl57メートルの広さがある。

写真 2 エルコラーノ門（占名サリニエンシス 門）

ポンペイ北酉部にあり、硲地への道に通じる。＝．つのアーチ1"］からなり、中央のl"l
は車道用、側門は歩迫用である。
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写真3 ファウヌスの家

一つの街区すべてを占める。ポンペイでは第 1様式を代表するiiiも広壮な住宅（ドスム）の

一つである。前2世紀頃に建築され、その後いくたびかの改修を受けた。色大理石のはめ込

まれたイムプルウィウムに1't銅製の ＂踊るファウヌス＂の小（象がおかれていたので、ファウ

ヌスの家と呼ばれている。ファウヌスはイタリア古来の牧羊神（オリジナルはナポリ国立考

古栂物館に所蔵）。 同盟市戦争のとき、ポンペイを占領した独裁官スッラの甥で、前80年ポ

ンペイをローマ植民都市としたププリウス＝スッラの住宅といわれている。

写真 4 大劇場

前2枇紀に建設され、アウグストゥス時

代に改築された。入口の上の特別席は女

神官や卯行施主のためのものである。下

にオルケストラ周囲の輻広い座席は都市

の富裕者）IIのもので、令部で 5千人の収

容が可能であった。



写真 5 ノチェラ門郊外の硲地、ププリウス＝フラウィウス＝フィロクセノスの墓

ノチェラ 門からスタ ビアl"lに並行して約94基の硲が並んでいる。この蒻は被解放奴

隷ププリウス ＝フラ ウィウス ＝フ イロクセノスとその一族のもので共和政期末に）屈

する。各アーチ状の培稲には死者の胸像が安低されていた。

写真 6 ウィラ ・レジーナ、牒業屋敷（ウィラ）の一つ

1978年から発掘が行われ、 1980年に完了した。小規捩な牒業ウ ィラであるが、今ま

で発掘された股業ウィラはほとんどすべて埋めもどされたため、現在では批も保存

のよいものである。右Iiiは玄関から届敷内に辿じる廊下で、発掘当時ここに荷車が

発見された。 ）EI•XI は 1財萄酒の発酵室で、 18個の・,:':{がうめ込まれている。
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〔H〕 ウィラ・レジーナの牒業屋敷 〔G-2〕 ルキウス・カエキリウス・ユークンドゥスの農業屋敷
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図1 葡萄酒搾汁器

図3 葡萄酒運搬車
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図4 葡萄酒等の輸送船
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京
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委
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ス
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共
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1
)

功
鎖
伐

（オ
ー
ス
ト
リ
ア
洪
水
御
猥
学
会
）

赤
木
伐
（
赤
木
正
雄
顕
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会
）

「
地
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べ
り

・
崩
壊

．

t“流
」

1
f
測
と
対
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|

（廊
島
出
版
）

「
砂
防
学
L

（
山
海
党
）

「
砂
防
工
学
L

（文
永
常
）

環
境
、
治
水

L
学

武

居

有

恒

（た
け
い
あ
り
つ
ね）



上
の
木
材
を
外
国
か
ら
輸
入
し
て
い
る
。
森
林
の
環
境
保
全
機
能
が

消
費
し
な
が
ら
、
自
給
率
は
二
五
％
に
過
ぎ
ず
、
毎
年
八
千
万
面
以

に
生
産
し
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
、
そ
の
生
産
性
を
高
め
る
こ
と

こ
ろ
が
木
材
需
給
関
係
で
見
る
と
、
年
間
約
一
・
一
億
対
の
木
材
を
ギ
ー
を
使
っ
て
、
約
七

0
0億
ト
ン
と
い
う
莫
大
な
資
源
を
恒
続
的

小
さ
い
値
で
は
な
く
、

一
応
は
森
林
国
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
と

の
よ
う
な
環
境
保
全
機
能
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
森
林
は
年

多
い
た
め
、
人
ロ
一
人
当
た
り
に
す
れ
ば

0
・
ニ
―

ha
（
全
世
界
平
た
す
役
割
に
対
す
る
期
待
の
た
め
に
、
二
酸
化
炭
素
収
支
へ
の
影
響

に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
国
土
面
積
が
小
さ
く
人
口
が

日
本
は
国
土
面
積
の
約
六
七
％
（
世
界
平
均
は
約
一
―
1
0
%
）
を
森
林

が
、
余
り
に
過
大
な
期
待
を
抱
く
こ
と
は
、
か
え
っ
て
地
球
環
境
と

機
能
は
、
森
林
が
水
環
境
に
及
ぼ
し
て
い
る
影
響
に
関
連
す
る
も
の

の
問
題
を
中
心
に
し
て
森
林
に
か
か
わ
る
諸
問
題
を
考
え
て
み
る
。

日
本
の
森
林
資
源
と
林
業

均
は
0
・
七
六

ha)
に
過
ぎ
な
い
と
は
い
え
先
進
国
中
で
も
決
し
て

が
殆
ど
変
わ
ら
ぬ
た
め
、
そ
の
結
果
収
穫
さ
れ
る
内
地
材
の
価
格
は
、

と
っ
て
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
森
林
と
水
急
峻
な
た
め
、
造
林
・
管
理
・
伐
出
に
経
費
が
か
さ
み
、
労
働
が
激

が
非
常
に
重
要
な
部
分
を
し
め
、
ま
た
水
そ
の
も
の
は
人
間
生
活
に

て
も
誤
り
を
冒
す
お
そ
れ
が
あ
る
。
森
林
の
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
保
全

い
る
の
に
対
し
、
ほ
と
ん
ど
増
加
せ
ず
近
年
で
は
む
し
ろ
減
少
傾
向

人
間
生
活
の
バ
ラ
ン
ス
を
損
な
い
、
ま
た
森
林
の
取
り
扱
い
に
対
し
入
は
全
産
業
平
均
で
は
昭
和
四
五
年
以
降
約
四
・
一
倍
に
増
加
し
て

い
。
そ
こ
で
日
本
の
林
業
の
現
状
を
見
て
み
る
と
、
林
家
の
年
間
収

に
森
林
の
環
境
保
全
機
能
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
あ
る

近
年
森
林
の
保
全
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
き
て
い
る
。
確
か

如
何
に
重
要
で
あ
る
と
は
い
え
、
国
内
の
森
林
は
手
を
付
け
ず
に
外

材
に
頼
り
地
球
環
境
を
荒
ら
す
こ
と
に
無
関
心
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

に
あ
る
。
林
業
就
労
者
数
は
約
四
分
の
一
に
減
少
し
、
さ
ら
に
そ
の

内
六

0
歳
以
上
が
約
六
八
％
に
な
っ
た
。
外
国
に
く
ら
べ
る
と
地
形

し
い
う
え
に
危
険
が
と
も
な
う
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
輸
入
材
の
価
格

こ
の
間
に
約
六

0
ー
七

0
％
に
下
落
し
て
い
る
。
か
く
て
林
業
の
投

資
利
回
り
相
等
率
は
一
％
を
切
る
に
至
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
林

業
の
将
来
性
に
対
す
る
悲
観
的
見
通
し
と
、
森
林
が
自
然
保
護
に
果

間
約
三
三

0
兆
醐
と
推
算
さ
れ
る
太
陽
光
線
の
ク
リ
ー
ン
な
エ
ネ
ル

も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

38 



森林と水

出
量
が
減
少
す
る
と
い
う
結
果
に
例
外
は
な
い
。
森
林
の
増
雨
作
用

す
る
と
年
流
出
量
は
増
加
し
、
貧
弱
な
植
生
地
に
植
栽
す
る
と
年
流

大
き
い
。
世
界
各
地
で
多
く
の
観
測
結
果
が
あ
る
が
、
森
林
を
伐
採

の
特
性
を
持
っ
た
め
、
他
の
地
表
条
件
に
比
べ
林
地
の
蒸
発
散
量
は

や
す
く
、
ま
た
根
の
広
が
り
が
大
き
い
の
で
水
分
を
集
め
や
す
い
等

る
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。

高
さ
が
高
く
表
面
が
不
揃
い
な
の
で
風
に
よ
っ
て
水
蒸
気
が
拡
散
し

植
を
か
な
り
平
準
化
さ
せ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
渇
水
羅
を
増
加
さ
せ

待
で
き
な
い
。

一
方
、
森
林
は
葉
羅
が
多
く
蒸
散
面
積
が
大
き
く
、

低
下
に
は
有
効
で
あ
っ
て
も
、
長
期
的
な
貯
留
効
果
は
そ
れ
ほ
ど
期

に
森
林
土
壌
の
な
か
に
貯
留
し
洪
水
流
出
の
ピ
ー
ク
を
低
下
さ
せ
る

す
る
が
、
比
較
的
急
速
に
流
出
し
て
し
ま
う
の
で
、
洪
水
ピ
ー
ク
の

森
林
の
影
響
で
最
も
重
要
な
も
の
は
、
短
時
間
の
強
雨
を
一
時
的

流
は
起
こ
ら
な
い
。
ま
た
多
孔
質
な
の
で
あ
る
程
度
は
水
分
を
貯
留

て
は
そ
の
効
果
は
あ
ま
り
期
待
で
き
な
い
。

が
極
め
て
高
く
、

一
時
間
一

0
0
m
m
を
超
す
よ
う
な
豪
雨
で
も
地
表

森
林
で
は
降
雨
最
の
七
〇
し
八
五
％
で
あ
る
。
森
林
土
壌
は
透
水
性

日
平
均
三

rnm
程
度
蒸
発
し
て
い
る
。
樹
冠
の
間
を
通
過
し
た
雨
滴
．

壊
が
発
生
し
や
す
く
な
る
が
、
根
系
の
発
達
に
と
も
な
い

11腹
の
安

定
性
は
次
第
に
増
大
す
る
。
し
か
し
滑
り
面
の
深
い
大
崩
壊
に
対
し

機
能
、
及
び
土
砂
災
害
を
防
止
す
る
機
能
で
あ
っ
て
、
年
間
の
流
出

達
す
る
が
、
そ
の
量
は
林
相
・
季
節
に
よ
っ
て
も
異
な
り
、
普
通
の

る
。
ま
た
森
林
を
伐
採
す
る
と
数
年
後
か
ら
十
数
年
後
ま
で
表
層
崩

樹
冠
か
ら
の
滴
下
水
滴
及
び
樹
幹
を
伝
っ
て
流
下
す
る
水
が
林
床
に

山
地
が
森
林
を
失
う
と
急
速
に
表
面
侵
食
が
進
行
し
、
渓
流
に
流

そ
の
量
は
一
ー
九

mm
と
少
な
い
。
遮
断
さ
れ
た
水
は
降
雨
中
に
も

て
い
る
。

林
地
に
降
っ
た
雨
は
ま
ず
樹
冠
に
よ
っ
て
遮
断
貯
留
さ
れ
る
が
、

さ
せ
な
い
と
い
う
根
拠
も
な
い
の
で
、
こ
の
結
論
は
当
分
保
留
さ
れ

森
林
と
水

に
つ
い
て
も
期
待
さ
れ
て
い
る
が
、
過
去
の
観
測
結
果
で
は
森
林
に

よ
っ
て
増
加
し
た
と
証
明
で
き
る
も
の
は
全
く
無
い
。
し
か
し
増
加

出
し
た
土
砂
に
よ
っ
て
水
災
害
・
土
砂
災
害
が
頻
発
す
る
よ
う
に
な
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京
都
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京
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大
学
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学
部
地
質
学
鉱
物
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科
卒
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京
都
大
学
教
妥
部
講
師

（
非
甜
勤
）

京
都
女
子
大
学
教
授

桂
温
泉
研
究
所
所
長

「
地
球
と
宇
宙
の
科
学
」
共
＂
名

(
-
1
和
柑
．
切
）

「
物
理
地
質
学
そ
の
進
展
」
共
著
（
法
政
出
版
）

温

泉

と

は

桂

活
躍
分
野

温
泉
科
学

「
芦
厭
温
泉
に
お
け
る
mlml
呆
水
に
伴
う
ガ
ス
中
の

ラ
ド
ン
浪
度
分
布
」
（
温
泉
科
学
）

「
近
畿
地
方
に
お
け
る
放
射
能
泉
と
そ
の
ラ
ド
ン
源

に
つ
い
て

（そ
の

．
ーニ
．）」（
温
泉
科
学
）

「
丹
後

t
島
周
辺
の
温
泉
」
（
温
泉
科
学
）

「京
都
府
下
で
発
見
さ
れ
た
酸
性
泉
の
性
状
と

そ
の
成
因
に
つ
い
て
L

（
温
泉
科
学
）

「
深
井
．
い
の
温
度
勾
配
と
そ
の
地
殻
然
流
械
」

(
IJ
本
地
熱
学
会
誌
）

京

造

（
か
つ
ら
き
ょ
う
ぞ
う
）



温
度
や
溶
解
成
分
（
色
・
匂
い
・
味
な
ど
）
か
ら
判
別
す
る
こ
と
が
で

さ
れ
た
浴
場
で
循
環
現
象
を
見
る
と
入
浴
す
る
意
欲
が
無
く
な
っ
て

発
さ
れ
て
い
る
。

の
適
例
で
あ
る
他
後
述
す
る
深
層
地
下
水
に
よ
る
温
泉
が
数
多
く
開

温
泉
が
開
発
さ
れ
て
い
る
。
丹
後
半
島
周
辺
地
域
の
新
温
泉
群
は
こ

は
以
下
ど
こ
そ
こ
の
温
泉
が
風
呂
や
サ
ー
ビ
ス
が
云
々
と
い
う
ソ
フ

ト
面
を
さ
て
お
き
、
温
泉
に
つ
い
て
の
ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
述
べ
る
。

こ
と
が
よ
く
あ
る
。
と
い
う
の
は
浴
槽
の
中
央
や
端
に
設
け
ら
れ
た

槽
の
縁
か
ら
一
向
に
お
湯
が
溢
れ
出
て
い
な
い
こ
と
が
多
い
。
即
ち

い
湯
量
が
多
く
要
求
さ
れ
る
が
肝
腎
の
採
湯
量
が
追
い
つ
か
ず
勢
い

ら
お
湯
が
溢
れ
出
て
い
て
こ
そ
家
庭
や
銭
湯
で
味
わ
え
な
い
本
当
に

し
ま
う
。
閑
話
休
題

温

泉

の

定

義

温
泉
と
は
物
理
的
化
学
的
に
普
通
の
水
と
は
性
質
の
異
な
る
天
然

の
特
殊
な
水
が
地
中
か
ら
地
表
に
出
て
く
る
現
象
を
言
い
、
我
々
は

き
る
。
法
的
に
は
日
本
温
泉
法
が
定
め
る
、
湧
出
口
に
お
け
る
温
度

言
い
、
成
分
が
特
に
濃
い
場
合
医
療
効
果
が
著
し
い
と
し
て
療
養
泉

と
規
定
し
て
い
る
（
次
表
参
照
）
。
外
国
に
も
勿
論
温
泉
が
存
在
す
る

削
も
以
前
は
あ
ま
り
深
く
な
か
っ
た
が
、
浅
い
泉
源
は
余
程
の
山
奥

削
が
通
常
と
な
り
、
従
来
は
温
泉
が
無
い
と
さ
れ
て
い
た
地
域
で
も

ボ
ー
リ
ン
グ
技
術
の
進
歩
と
相
侯
っ
て
近
年
は
一

0
0
0
m
級
の
掘

ゆ
っ
た
り
し
た
温
泉
気
分
に
浸
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
案
内

で
な
い
か
ぎ
り
開
発
し
尽
く
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

一
方

循
環
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
訳
だ
。
無
駄
な
贅
沢
の
様
だ
が
浴
槽
か

る
。
し
か
し
多
く
の
泉
源
で
は
ボ
ー
リ
ン
グ
が
行
わ
れ
て
居
る
。
掘

温
泉
の
内
一
番
簡
単
か
つ
明
瞭
な
の
は
自
然
状
態
で
の
自
噴
で
あ

お
湯
を
循
環
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
ホ
テ
ル
や
旅
館
の
大
型
化
に
伴

温
泉
の
概
念
の
変
化

滝
や
獅
子
の
口
か
ら
活
々
と
お
湯
が
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
の
に
、
浴

メ
リ
カ
七
0
下
（
ニ
―
•
一
℃
）
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

が
規
格
は
ま
ち
ま
ち
で
、
温
度
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ニ

0
℃
以
上
、
ア

た
だ
華
者
は
仕
事
柄
温
泉
へ
行
く
機
会
も
多
い
が
、
が
っ
か
り
す
る

二
五
℃
以
上
又
は
法
定
成
分
を
一
定
以
上
含
有
す
る
も
の
を
温
泉
と

日
本
人
程
温
泉
好
き
な
国
民
は
居
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。
筆
者
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温泉とは

43 

日本温泉法による温泉の定義

1 温度（温泉源から採取されるときの温度とする。）

2 物質（下記に掲げるもののうち、いずれかひとつ）

物質名

溶存物質（ガス性のものを除く）

遊離二酸化炭索 (CO2)

リチウムイオン (Li・・）

ストロンチウムイオン (Sr・・）

バリウムイオン (Ba・・）

フェロ又はフェリイオン (Fe・・, Fe・・・）

第1マンガンイオン (Mn・・）

水素イオン (H・）

臭素イオン (Br')

沃素イオン (I')

ふっ素イオン (F')

ヒドロひ酸イオン (HASOげ）

メタ亜ひ酸 (HAS02)

総硫黄．（S)〔HS'+S心”十比Sに対応するものJ
メタほう酸 (HB02)

メタけい酸 (H2SiQ3)... 
璽炭酸そうだ (NaHC0:1)

ラドン (Rn)

ラジウム塩 (Raとして）

療養泉の定義

1 温度（泉源から採取されるときの温度）

2 物質（下記に掲げるもののうち、いずれかひとつ）

物質名

溶存物質（ガス性のものを除く）

遊離二酸化炭素 (CO2)

銅イオン (Cu・・）

総鉄イオン (Fe'・ +Fe'・・) 

アルミニウムイオン (Al・・・）

水素イオン (H・）

ョウ素イオン (I'）

総ヒ素 (Asとして）

総硫黄 (S)〔HS'+S203’'＋比Sに対応するもの〕

ラドン (Rn)

摂氏25度以上

含有最 (1kg中）

mg以上
総批 1,000 

250 

10 

5 

10 

10 

l 

5 

l 

2 

1.3 

l 

l 

5 

50 

340 

20X 10-10キュリー単位以上

1億分の 1mg以上

摂氏25度以上

含有械 (1kg中）

総址
mg以上

1,000 

1,000 

1 

20 

100 

1 

10 

0.7 

2 

3ox10-10キュリー単位以上



数
年
の
間
に
大
阪
平
野
で
も
四

0
本
余
り
成
功
し
て
い
る
。

が
形
成
さ
れ
る
。
こ
れ
が
深
層
地
下
水
に
よ
る
温
泉
で
三
重
県
長
良

川
河
口
の
長
島
温
泉
を
喘
矢
と
し
関
東
平
野
で
も
掘
削
さ
れ
、
こ
こ

量
も
多
い
の
で
揚
湯
の
過
程
で
冷
め
る
こ
と
も
少
な
く
従
っ
て
温
泉

源
探
査
に
は
非
常
に
有
効
で
あ
る
。
以
上
述
べ
た
よ
う
な
色
々
の
調

（
測
定
条
件
が
良
け
れ
ば
一
五
0
0
m
)
の
構
造
解
析
が
可
能
で
深
部
泉

化
さ
れ
た
電
磁
波
探
査
の
一
種
で
あ
る

M
T
法
は
地
下
深
部
ま
で

電
気
探
査
・
放
射
能
探
査
な
ど
の
実
施
が
要
求
さ
れ
る
。
近
年
実
用

均
気
温
（
本
州
で
は
一
四
℃
前
後
）
の
地
温
と
熱
的
に
平
衡
と
な
り
、

温

泉

の

成

因

浸
入
し
た
も
の
が
何
ら
か
の
熱
源
に
よ
り
温
め
ら
れ
る
か
或
い
は
成

熱
源
と
な
り
得
る
。
特
別
な
熱
源
が
無
か
っ
て
も
地
温
は
あ
る
深
さ

温

泉

の

探

査

と
は
断
層
探
査
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
通
常
は
室
内
で
の

近
隣
に
温
泉
が
存
在
す
る
か
な
ど
を
調
べ
る
。
特
に
地
名
に
は
昔
温

泉
が
あ
っ
た
事
実
が
残
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。
次
に
現
地
で
の

地
表
踏
査
と
な
る
が
前
述
の
よ
う
に
断
層
の
発
見
に
主
眼
が
お
か
れ

る
。
他
湧
水
特
に
動
物
が
偏
を
癒
し
た
と
言
わ
れ
る
泉
と
か
沈
殿

踏
査
が
断
層
の
発
見
に
漿
が
れ
ば
よ
い
が
断
層
は
地
下
に
潜
在
す
る

こ
と
が
多
い
。
こ
の
場
合
に
は
物
理
的
手
法
を
用
い
る
地
温
探
査
・

1
0
0
0
m
も
あ
れ
ば
最
深
部
で
の
地
層
水
は
三
℃

x
-
0
十
年
平
と
は
現
地
に
詳
し
い
古
老
の
話
を
聞
く
の
が
効
果
的
で
あ
る
。
地
表

は
地
層
水
と
し
て
多
量
の
水
が
存
在
し
て
い
る
。
堆
積
層
の
厚
さ
が

物
・
気
泡
の
存
在
、
消
雪
箇
所
な
ど
が
参
考
と
な
る
が
こ
れ
ら
の
こ

ま
で
凡
そ
三
℃
／
一

0
0
m
の
割
合
で
上
昇
し
て
い
く
。
堆
積
層
に

万
年
ぐ
ら
い
よ
り
新
し
い
も
の
は
今
日
ま
で
猶
余
熱
を
保
っ
て
お
り

温
度
を
有
す
る
マ
グ
マ
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
貰
入
岩
体
も
六

0
0
0

し
て
一
番
明
ら
か
な
の
は
火
山
だ
が
、
こ
の
他
一

0
0
0
℃
程
度
の

取
り
或
い
は
湯
・
水
・
泉
・
香
・
塩
な
ど
が
付
く
地
名
が
あ
る
か
、

分
を
獲
得
し
て
再
び
地
表
に
現
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
居
る
。
熱
源
と
予
備
作
業
か
ら
始
ま
る
。
先
ず
地
質
図
・
地
形
図
か
ら
断
層
を
読
み

に
限
ら
れ
今
日
で
は
地
球
表
層
部
を
循
環
す
る
水
の
う
ち
、
地
下
に

胎
す
る
断
層
が
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
温
泉
の
探
査

以
前
よ
く
言
わ
れ
た
岩
漿
（
マ
グ
マ
）
水
説
は
特
殊
な
場
合
の
み

基
盤
岩
を
掘
削
し
て
温
泉
を
湧
出
さ
せ
る
た
め
に
は
温
泉
水
を
胚
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温泉とは

得
て
初
め
て
実
用
に
供
さ
れ
る
。

録
さ
れ
、
温
泉
と
し
て
の
権
利
が
発
生
す
る
。
さ
ら
に
利
用
許
可
を

生
、
公
害
研
究
所
な
ど
で
分
析
を
受
け
合
格
す
れ
ば
温
泉
台
帳
に
登

必
要
で
あ
る
。
掘
削
後
、
厚
生
省
指
定
機
関
例
え
ば
都
道
府
県
の
衛

可
条
件
と
し
て
既
存
の
泉
源
へ
の
影
響
が
無
い
こ
と
、
掘
削
地
点
の

地
主
で
あ
る
こ
と
若
し
く
は
地
主
の
掘
削
に
つ
い
て
の
同
意
な
ど
が

泉
部
会
の
議
を
経
て
知
事
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
許

温
泉
を
掘
削
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
自
然
環
境
保
全
審
議
会
・
温

滉
泉
掘
削
の
手
続
き
及
び
認
可

び
深
度
が
決
定
さ
れ
る
。

査
結
果
を
総
括
し
、
断
層
の
位
置
・
傾
斜
を
勘
案
し
て
掘
削
地
点
及
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第
九
回

生
年
月
日

出

身

地

学

歴
職

歴
現

職
洒
格
・

褒

官

等

主
な
著
害

「
ロ
ー
マ
裁
判
制
度
研
究
」
（匪
界
思
想
社
）

「
イ
タ
リ
ア
の
大
学
問
題
」（
肌
界
思
想
社
）

「
ロ
ー
マ
法
の
基
礎
知
識
L

（
有
斐
閣
）

「
法
学
ラ
テ
ン
語
糾
要
」（
玄
文
社
）

「
ロ
ー
マ
法
ラ
テ
ン
語
用
語
辞
典
」
（
玄
文
社
）

法
学
柚
士

昭
和
十
二
年
一
月
一

R

点
都
府

京
都
大
学
法
学
部
卒
業

京
都
大
学
教
授

古
小
都
大
学
法
学
部
教
授

c・

古
代
ロ
ー
マ
の
政
治
改
革

一
九
九
五
年
五
月
二
六
日

活
躍
分
野

「
ロ
ー
マ
法
概
説
」

（玄
文
社
）

「
法
の
タ
テ
マ
エ
と
ホ
ン
ネ

|
H
本
法
文
化
の
実
相
を
さ
ぐ
る
ー
」

（
有
斐
閣
）

「
法
律
ラ
テ
ン
語
辞
典
」（

H
本
評
論
社
）

「
法
律
フ
テ
ン
語
格
言
辞
典
」

（玄
文
社
）

「法
格
言
ア

・
ラ

・
カ
ル
ト
」
(H
本
評
論
社
）

「
こ
と
わ
ざ
の
知
恵

・
法
の
知
恵
）（
講
談
社
）

「
ロ
ー
マ
法
フ
ォ
ー
ラ
ム

(I
l
VII
)L
（玄
文
社
）

「
古
代
ロ
ー
マ
物
語
P
A
R
T
I
.
u
」

（日
ぷ
評
論
社
）

「
ロ
ー
マ
法
格
．
＿

．．
 

11

を
説
み
陪
<
m
切
」（
玄
文
社
）

ロ
ー
マ
法

・
比
較
法
文
化
論

柴

田

光

蔵

（
し
ば
た
み
つ
ぞ
う
）



ち
の
今
後
の
運
営
に
役
立
て
た
い
と
存
じ
ま
す
。

そ
こ
で
、
政
治
が
過
去
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
改
革
さ
れ
て
き
た
の

か
に
つ
い
て
、
三
人
の
歴
史
の
証
人
の
方
に
お
話
し
て
頂
き
、
私
た

さ
に
「
あ
ち
ら
立
て
れ
ば
こ
ち
ら
立
た
ず
」
の
閉
塞
状
況
な
の
で
す
。

後
、
私
の
執
務
ぶ
り
を
法
廷
で
裁
か
れ
た
り
し
な
い
よ
う
、

と
さ
れ
て
い
た
、
あ
る
役
職
に
つ
い
て
い
ま
す
。

い
つ
も

た
。
そ
し
て
、
今
年
は
、
役
人
に
抽
選
で
選
ば
れ
、
昔
か
ら
最
高
官

廷
で
民
・
刑
事
の
裁
判
の
判
決
を
い
く
つ
も
下
す
経
験
を
も
ち
ま
し

自
ら
希
望
し
て
、
抽
選
の
結
果
、
審
判
人
の
要
職
に
つ
き
、
民
衆
法

に
経
過
し
て
い
る
と
い
う
の
に
、
ベ
ス
ト
な
政
治
は
も
ち
ろ
ん
、
ベ

タ
ー
な
政
治
さ
え
も
こ
の
地
上
に
は
な
か
な
か
実
現
し
ま
せ
ん
。
ま

回
以
上
も
あ
る
民
会
で
修
正
動
議
を
出
し
た
経
験
を
い
く
つ
も
も
っ

れ
な
り
の
形
を
と
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
も
う
四

0
0
0年
は
優

0
0
0人
出
席
の
民
会
を
指
揮
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
毎
年
四

0

さ
て
、
人
類
年
代
紀
の
上
で
「
政
治
」
と
い
う
人
間
の
営
為
が
そ

会
の
開
催
さ
れ
る
当
日
に
議
長
の
役
が
ま
わ
っ
て
き
た
関
係
で
、
六

が
、
お
話
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

に
よ
り
四
月
の
政
務
全
般
を
担
当
し
ま
し
た
。
私
は
、
た
ま
た
ま
民

ア
テ
ー
ナ
イ
政
治
の
最
前
線
で
、
輪
番
制

ま
し
た
が
、
私
た
ち
五

0
人
の
評
議
員
団
は
、
全
体
で
一

0
あ
る
評

ら
抽
選
に
よ
っ
て
選
出
さ
れ
る
計
五

0
人
の
評
議
員
の
一
人
と
な
り

⑪
司
会
役
の
、
あ
る
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
国
家
の
リ
ー

一
昨
年
、
自
身
の
属
す
る
部
族
か

な
活
動
を
見
て
頂
け
れ
ば
、
私
た
ち
の
政
治
シ
ス
テ
ム
の
良
さ
は
お

つ
い
た
の
で
す
か
ら
。
た
め
し
に
、
ご
く
平
凡
な
私
個
人
の
政
治
的

ひ と

き
…
…
紀
元
二

x世
紀
の
、
と
あ
る
日

と
…
…
⑧
あ
る
ア
テ
ー
ナ
イ
人
（
紀
元
前
五
世
紀
よ
り
飛
来
）

⑱
あ
る
ロ
ー
マ
人
（
紀
元
前
三
世
紀
よ
り
飛
来
）

c
あ
る
日
本
人
（
紀
元
二

0
世
紀
末
よ
り
飛
来
）

ダ
ー
(
―

-
X
世
紀
人
）

⑪
タ
イ
ム
・
マ
シ
ー
ン
の
乗
り
心
地
は
い
か
が
で
し
た
か
。
歴
史
を

そ
れ
ぞ
れ
背
負
っ
た
三
人
の
方
々
に
、
短
時
間
の
こ
と
で
失
礼
で
す

と
こ
ろ
…
…
歴
史
都
市
（
キ
ー
ウ
イ
タ
ー
ス
・
ヒ
ス
ト
リ
カ
）

・
ロ
ー
マ

議
員
団
の
一
っ
と
し
て
、

判
り
頂
け
る
で
し
ょ
う
。
私
は
、

的
な
政
治
を
目
指
し
て
改
革
を
重
ね
、
よ
う
や
く
こ
こ
ま
で
た
ど
り

て
い
る
私
で
も
、
こ
れ
に
は
緊
張
し
ま
し
た
よ
。
ま
た
、
昨
年
に
は

一
年
の
任
期
満
了

い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
な
に
し
ろ
、
二

0
0年
以
上
も
、
民
主

R
私
の
住
ん
で
い
る
ア
テ
ー
ナ
イ
は
、
政
治
改
革
の
極
致
に
達
し
て
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古代ローマの政治改革

ち
は
そ
う
は
い
か
な
い
の
で
す
。

め
て
い
く
の
な
ら
、
そ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
も
と
れ
ま
す
が
、
私
た

い
た
ま
ま
、
市
民
数
を
小
さ
く
抑
え
て
市
民
共
同
体
を
小
さ
く
ま
と

革
に
つ
い
て
も
、
タ
テ
マ
エ
で
は
必
要
と
思
っ
て
い
な
が
ら
、
ホ
ン

ネ
で
は
そ
れ
ほ
ど
具
体
的
に
動
こ
う
と
し
な
い
の
で
す
。
政
治
と
い

種
の
民
族
性
と
し
て
も
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
す
が
、
政
治
改

賀
県
ほ
ど
の
小
さ
な
領
土
に
、
何
万
人
も
の
外
国
人
を
枠
の
外
に
お

ネ
を
使
い
分
け
て
、
そ
の
と
き
ど
き
を
切
り
ぬ
け
て
い
く
特
技
を

ベ
タ
ー
な
選
択
肢
の
―
つ
な
の
で
す
。
ア
テ
ー
ナ
イ
の
よ
う
に
、
佐

た
ち
日
本
人
は
、

ロ
ー
マ
の
人
と
同
じ
よ
う
に
、

タ
テ
マ
エ
と
ホ
ン

み
だ
し
た
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
共
和
国
制
と
い
う
も
の
は
、
ま
ず
は

人
を
広
い
領
域
に
多
数
か
か
え
て
い
る
ロ
ー
マ
で
は
、
私
た
ち
の
編

は
と
な
え
た
り
し
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
具
体
化
し

て
い
く
か
に
つ
い
て
、
国
論
が
ど
う
も
ま
と
ま
ら
な
い
の
で
す
。
私

的
で
は
な
い
と
映
る
で
し
ょ
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
っ
た
素
姓
の

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
「
主
権
在
民
」
と
い
う
お
題
目
に
は
誰
も
異
論

た
ち
の
属
す
る
共
和
政
ロ
ー
マ
の
体
制
な
ど
、
ど
れ
も
こ
れ
も
民
主

政
治
の
中
核
で
あ
る
政
権
そ
の
も
の
が
不
安
定
な
た
め
に
、
腰
が
す

で
す
。
R
さ
ん
の
よ
う
な
民
主
政
ア
テ
ー
ナ
イ
の
人
の
眼
に
は
、
私

で
す
。
と
こ
ろ
で
、
平
成
と
い
う
私
た
ち
の
時
代
の
政
治
改
革
は
、

こ
そ
が
、
私
た
ち
の
国
家
の
特
徴
で
あ
り
、
政
治
改
革
の
眼
目
な
の

徴
・
根
源
と
し
て
追
放
さ
れ
て
い
る
の
と
は
、
ま
っ
た
く
ち
が
う
の

ま
す
。
こ
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
モ
ビ
リ
テ
ィ
（
社
会
移
動
）
の
大
き
さ
し
ょ
う
。

ア
テ
ー
ナ
イ
で
も
ロ
ー
マ
で
も
、
王
が
い
わ
ば
悪
の
象

院
に
所
属
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
国
家
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き

係
で
、
真
に
抜
本
的
な
変
革
は
経
験
し
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
で

っ
て
も
、
民
会
で
の
政
務
官
選
挙
を
戦
い
ぬ
い
て
、
退
官
後
、
元
老
通
じ
て
天
皇
制
と
い
う
も
の
が
―
つ
の
軸
と
し
て
存
在
し
て
い
た
関

機
関
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、
優
秀
な
人
材
な
ら
、
平
民
の
出
身
で
あ

こ
の
間
、
政
治
は
い
ろ
い
ろ
と
変
化
し
て
き
ま
し
た
が
、
全
時
代
を

き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
民
会
と
元
老
院
と
政
務
官
と
い
う
三
大
政
治

展
途
上
国
で
す
け
れ
ど
も
、
政
治
改
革
を
そ
れ
な
り
に
積
み
重
ね
て

ー
四

0
0年
の
歴
史
を
誇
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
す
が
、
私
た

⑱
私
の
住
ん
で
い
る
ロ
ー
マ
は
、

気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

ち
の
国
に
は
一
四

0
0年
も
の
歴
史
が
あ
る
の
で
す
よ
。
た
し
か
に

ア
テ
ー
ナ
イ
さ
ん
に
比
べ
る
と
発
り
ま
す
。
ア
テ
ー
ナ
イ
さ
ん
は
四
ー
五

0
0年、

ロ
ー
マ
さ
ん
は

c
私
の
住
ん
で
い
る
日
本
で
は
、
今
や
政
治
改
革
は
混
迷
状
況
に
あ
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う
も
の
が
あ
ま
り
信
用
さ
れ
て
い
な
い
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ

の
よ
う
な
わ
け
で
、

日
本
の
政
治
改
革
は
あ
ま
り
自
投
で
き
る
も
の

ず
こ
れ
ま
で
国
が
そ
れ
な
り
に
発
展
を
と
げ
て
き
た
の
は
不
思
議
と

◎
そ
れ
ぞ
れ
に
興
味
深
い
お
話
で
し
た
。
ア
テ
ー
ナ
イ
の
民
主
政
か

な
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
た
し
か
に
直
接

民
干
政
の
方
式
は
、
現
代
で
は
夢
物
語
に
屈
し
ま
す
が
、
大
統
領
の

直
接
選
挙
な
ど
の
制
度
に
は
生
か
せ
そ
う
で
す
。
次
に
、

共
和
政
か
ら
は
、
人
々
の
向
上
心
を
う
ま
く
生
か
し
て
、
政
治
的
工

ネ
ル
ギ
ー
を
活
性
化
す
る
よ
い
方
策
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。

マ
と
い
う
国
家
が
あ
の
よ
う
に
長
く
生
き
つ
づ
け
ら
れ
た
の
は
、
開

か
れ
た
政
治
、
風
通
し
の
よ
い
政
治
を
民
族
の
知
恵
と
し
て
編
み
だ

す
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
最
後
に
二
〇
軋
紀
の
日
本
か
ら

は
、
何
の
た
め
に
政
治
改
革
を
や
る
の
か
と
い
う
根
本
的
な
問
題
を

再
考
す
る
ヒ
ン
ト
を
得
ま
し
た
。
私
た
ち
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
個
人
中

心
に
動
き
、
き
わ
め
て
政
治
的
な
体
質
を
も
っ
て
い
ま
す
が
、

+6
、

．
 

ら／

ロ
ー

ア
ジ

ア
的
な
対
応
も
人
間
の
道
と
し
て
あ
り
う
る
こ
と
も
そ
れ
と
な
く
教

ロ
ー
マ
の

市
民
の
す
べ
て
が
平
等

・
対
等
に
政
治
に
参
圃
す
る

nパ
休
的

-l.
9

え
ば
不
思
議
で
す
ね
。

で
は
な
い
の
で
す
が
、

そ
れ
で
も
、
政
治
の
良
し
悪
し
に
か
か
わ
ら

、・
O

、
さ
＞

r
布
り
,＂＇’ え

て
頂
き
ま
し
た
。
皆
様
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
気
を
つ
け
て
お

50 



古代ローマの政治改革

表 1 アテナイ民主政の盛衰

国 (10C.B.C-8 C.B.C) 

集住→ポリス形成

匡 (8C.B.C-7 C.B.C) 

アルコン（執政官）政治

奴隷制・貨幣経済•平民台頭
ドラコンの成文法 (621B.C頃）

匡 (6C.B.C前半）

ソロンの改革 (594B.C頃）
貴族と平民の対立

匝亘亘](6 C.B.C後半）

ペイシストラトス

上地分配・小牒保設

区亘亘](5 C.B.C中心）

クレイステネス

オストラキスモス・選挙区改iE
ペルシア戦争 (500B.C-449 B.C) 
ペリクレス時代 (443B.C-429 B.C) 
デロス同盟盟主

』 '753頃

R 

匡亘亘］（5C.B.C末以後）

ペロポネ‘ノス戦争 (431B.C-404 B.C) 
アテナイ→スパルタ→テーペ（覇権の移動）

カイロネイアの戦い (338B.C) 
アレクサンダー東征 (334B.C-323 B.C) 

．
 

区戸
＠ 

Iヘレニズム時代I(334.B.C-30 C.B.C) 

ローマとの対決→完全屈服

回

］鬱塁翌溢クに

王政

---------510頃

367 

＠民主的な制度が
完成した時期

C
-
D
 

B
-
A
 

一

．．
 

麟

,
T
 

100 

476 

（
東
）
ロ
ー
マ
帝
国

~ 1435 
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表2 共和政機構摸式図

9

ー

、
o

事
に
る
策
対

従
め
あ
得
に

こ
た
が
は
院

動
い
と
と
老

行
な
こ
こ
元

事
く
の
る
、
。

軍
な
在
す
に
る

少
不
立
め
あ

在
が
に
対
た
で

存
と
市
と
い
順

的
こ
マ
院
な
従

麟
整
寇
贄

I

I

 

政務官の提案に可否を決定す
るだけの受動的存在。形式上
は相当重要な地位に位置づけ
られているが、国民主権と捉
えることはできない。
直接民主制をとるために招集
は困難。有産層に有利な意息

決定方式がとられている。

政務官の選出 立法国民への
提訴provocatioad populum 
の受理

政務官 magistratus
〔王政的要素をもった組織〕

民会招集・指揮およぴそれへの
提案政務官候補者の提議差
止権行使による介入

999,•' 

元
老
院
議
貝
予
定
者
と
し
て
の
政
務
官
の
選
出
，
，
＇

1

1

1

1

1

9

9

9

,

．, 

立
法
・
選
挙
に
対
す
る
元
老
院
の
承
認

auct01rtas

senatus
、
最
終
元
老
院
議
決

senatiis
c01nsultum 

u
l
t
i
m
u
m
発
布
、
中
間
王
制

i
n
t
e
r
r
e
g
n
u
m

元
老
院
議
貝
選
定
一
肉
ti01senatus
、
元
老
院
招
集
・

指
揮
お
よ
び
そ
れ
へ
の
提
案
、
差
止
権
行
使
に
よ
る
介
入

政
務
官
の
助
言
体
C01nsilium
と
し
て
の
、
そ
の
命
令

権
行
使
へ
の
助
言
付
与
、
元
老
院
議
決

senatiis
c01n, 

s
u
l
t
u
m
発
布
、
最
終
元
老
院
議
決

senatus
c01n, 

s
u
l
t
u
m
 u
l
t
i
m
u
m
発
布
、
中
間
モ
制

i
n
t
e
r
r
e
g
n
u
m

， 9 ， ヽヽ ，ヽ ヽ

¥

l

l

'
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剛
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 aili 

t
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C

組

.13

ァ
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C
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会
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会

ン

文
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民

も

民

ゲ
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民

平

を

ァ

m
ス

素

リ
血

Co

プ

g.IS
要

l
・
n
会
リ

b
e
b

的

ク
-Cu
民
卜
．
tnPl
政

(

¥

．

E
 

会

国

民

元 老 院 senatus 

〔媒頭政的要素をもった組織〕

［門甕贔悶贔立oo悶竺儡覧雷ふの務翌翌盟靡畠富。ずは言濯tとは
（尚級政務官職経験者で、平民の上層部も含まれる）が指導力を発揮する。対外政策（宜戦和平の決定、

詈！讐9:'！猛、もヽ猛孟謬轡靡は塁寄嘉讐；：P:l：sJ,..Rな:atui:t:l 
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古代ローマの政治改革

表 3

第 1図 民会組織

評議会議長

コ
改正

30,000 
（モデル）

・18オ以上

（男子）

＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ＇ ' 
＇ ：・年40回
：以上

：・挙手投票
H当制

--------
市民団 個別民会

※数字は人数

(a) 

当番評議貝団

組織

第2図 評議会組織

亨、、

言、`ヽ

ロヨ、：
言、

ビ`□三］どヽ
’./,1,'35日□王'‘’,'、伝‘、I'担当

ヽ ‘’ 

王‘‘、‘、、1:/‘’ 

二‘'、、、、、'

二‘各部族評議貝団

指

揮

-Hの

任期

指

揮

500 

評議会

第 3図

・ 30オ以上（男子）

・希望者からの

抽選

民衆裁判所組織

6,000 

竺
各部族出身
審判人 I;"

総審判人団

公法事件

. 10部族

・ 170区（本籍地）

・比例代表制（代議制）

・予選後抽選

（ソクラテスの裁判）

官

官

官

治統

軍

王

第4図 役人組織

プルグ
一

第

~
~
 3

3
3
 10人役人ft)……第ニグループ

将軍 10…第そグループ

・文官も兼務
．璽任可能
・民会で選出

・希望者からの

予選を経て

抽選で決定
・任期一年
・日当制

・同僚制

・事後訴追制
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表 4 年表

経
済 農 業

010-
（
 

兵業（大t地所有のな場
商・工業
奴隷の大規校な利用

商業中心

自然経済へ復帰 国際取引の復活

政
体 E

 

政 共和政

共和政初期の法学

法
学
史

K
の
重
要
な
事
象

十
．． 

表
法

神
官
の
法
支
配

共和政末
期の法学

法へ
学レ
の二
はズ
じム
まの
り影

胃

学法の期典古

••••.•••••.••••••• 
帝

元首政

ユ帝時代
の法学

卑
俗
法

占
典
期
後
期

占
典
期
盛
期

占
典
朋
前
期

シ
リ
カ

や、J
 

法
典

ポ
ロ
ー
ニ
ャ
大
学
の
成
立

学
説
彙
纂
の
発
見

註
釈
学
派

（
後
期
註
釈
学
派
）

註
解
学
派

ロ
ー
マ
法
の
継
受
（
ド
イ
ツ
）

（
人
文
学
派
）

復
古
学
派

自
然
法
学
派

ド
イ
ツ
民
法
典

歴
史
法
学
派

フ
ラ
ン
ス
民
法
典

法

学

の

展

開 西
ロ
ー
マ

の
領
域

年
代

700 600 500 400 300 200 100 

゜
100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1300 1400 1500 1600170018001900 

伝
説
的
な
建
国
年

歴

史

的

事

象

5
4
 

ロ
ー
マ
市
民
権
の
イ
タ
リ
ア
ヘ
の
拡
大

職
業
兵
制
の
導
入

ユ
帝
の
イ
タ
リ
ア
征
服

束
ロ
ー
マ
帝
国
の
滅
亡

西
ロ
ー
マ
帝
国
の
滅
亡

帝
国
の
東
西
分
割

キ
リ
ス
ト
教
国
教
化

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ノ
ー
プ
ル
ヘ
の
遷
都

デ
ィ
オ
ー
ク
レ
ー
テ
ィ
ア
ー
ヌ
ス
帝
の

軍

人

皇

帝

時

代

支

配

国
力
の
ピ
ー
ク

イ
タ
リ
ア
半
島
の
統
．

ラ
テ
ィ
ウ
ム
の
征
服

共
和
政
の
成
立

ロ
ー
マ
市
の
建
設



第
＿
回

/ ~ 

F 
‘1.. > 

日
本
文
化
の
源
流

一
九
九
五
年
一

0
月
一
三
日

活
躍
分
野

預

格
・

褒

廿

等

主
な
著
書

現

職

職

歴

生
年
月
日

出

身

地

学

歴

大
止

．
二
年：―
JJ
ニ
九
II

愛
知
県
岡
崎
市

束
凩
大
学
文
学
祁
卒
業

ケ
ン
プ
リ
ッ
ジ
大
学
東
洋
学
部
大
学
院
修

f(
P
h
D
)
 

京
都
大
学
文
学
部
教
授（西

南
ア
ジ
ア
史
学
溝
廂
担
ャ
ー
）

京
都
大
学
名
脊
授

名
ト
11
足
廂
科
大
学
教
授

（而
学
科
艮
、
図
ド
9

館
艮
）

「
イ
ス
ラ
ム
祉
界
の
発
展
」
（
講
談
社
）

「
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
研
究
」（
束
成
大
学
出
版
会
）

中
央
ア
ジ
ア
史
、
イ
ラ
ン
史、

東
西
文
化
交
流
史

文
学
栂
七

本

田

実

信

シ
ル
ク
ロ
ー
ド

（
ほ
ん
だ
み
の
ぶ
）



日
本
文
化
源
流
の
道
を
逆
に
た
ど
り
、
日
本
と
日
本
人
と
は
ど
の
よ

す
。
遣
隋
使
の
持
参
し
た
国
書
に
は
、
「
日
出
ず
る
処
の
天
子
」
と

文
化
交
流
と
は
相
互
認
識
で
も
あ
り
ま
す
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
い
う

中
国
と
の
正
式
な
国
交
樹
立
が
、
日
中
双
方
の
記
録
に
残
っ
て
い
ま

れ
た
と
い
う
証
拠
が
な
か
な
か
見
出
せ
ま
せ
ん
。
考
え
て
み
る
と
、

て
、
七
世
紀
に
な
り
ま
す
と
、
聖
徳
太
子
の
遣
隋
使
派
遣
が
あ
り
、

流
と
は
相
互
作
用
で
あ
り
ま
す
の
に
、
日
本
文
化
が
西
方
に
伝
え
ら

ど
な
た
も
ご
存
じ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
、
四

0
0年
ば
か
り
経
っ

ー
ド
経
由
で
西
方
世
界
に
入
っ
て
い
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
文
化
交

で
あ
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。
逆
方
向
に
日
本
の
文
化
は
シ
ル
ク
ロ

化
を
芳
醇
に
し
て
き
ま
し
た
。
た
だ
文
物
は
西
方
か
ら
の
一
方
流
入

ロ
ー
ド
の
東
端
に
あ
っ
て
、
多
彩
な
文
物
を
受
け
容
れ
、
自
ら
の
文

思
想
が
交
流
し
、
技
術
が
交
換
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
日
本
は
シ
ル
ク

を
越
え
て
の
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
二
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
の

陸
と
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
は
、
人
が
往
き
交
い
、
も
の
が
運
ば
れ
、

は
な
く
、
中
央
ア
ジ
ア
経
由
の
陸
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
と
、
イ
ン
ド
洋

て
き
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
も
一
本
で

て
も
た
ら
さ
れ
た
西
方
文
化
が
、
日
本
の
文
化
を
育
み
、
豊
か
に
し

な
く
、

い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
よ
っ

味
を
か
き
た
て
て
く
れ
ま
す
。
た
だ
日
本
文
化
の
源
流
は
―
つ
で
は

形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
、
こ
れ
ら
の
問
題
は
私
た
ち
の
限
り
な
い
興

た
ど
れ
る
の
か
、
そ
し
て
私
た
ち
の
日
本
文
化
は
ど
の
よ
う
に
し
て

日
本
人
は
何
処
か
ら
来
た
か
、
日
本
語
に
は
ど
の
よ
う
な
系
統
が

う
に
し
て
西
方
に
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
か
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
い

J
a
p
a
n
は
一
六
世
紀
ご
ろ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
や
オ
ラ
ン
ダ
の
商
人
た
ち

9

ヽ力ヽパ
ン
グ

C
h
i
p
a
n
g
u
,
C
i
p
a
n
g
u
も
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
間
で

よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
ジ
パ
ン
グ
が
日
本
国
で
あ
る
こ
と

は
誰
か
ら
ジ
パ
ン
グ
の
こ
と
を
聞
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今
日
は
、

ま
す
。
三
国
志
魏
書
の
倭
人
伝
が
そ
れ
で
、
大
体
西
暦
三
世
紀
前
半

ヤ

マ

ク

イ

の
頃
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
倭
人
伝
の
邪
馬
台
国
の
こ
と
は
、

私
た
ち
日
本
人
の
こ
と
を
始
め
て
記
録
し
た
の
は
中
国
人
で
あ
り

こ
の
問
題
に
つ
い
て
お
話
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
か
っ
た
こ
と
も
確
か
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ

は
確
か
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

い
ま
す
。

一
方
、

マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
が
日
本
を
訪
れ

マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
旅
行
記
に
記
さ
れ
て
い
る
ジ

マ
レ
ー
半
島
あ
た
り
で
得
た
知
識
に
由
来
す
る
と
考
え
ら
れ
て

日
本
は
英
語
圏
で
は

J
a
p
a
n
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
す
。
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日本文化の源流 シルクロード

ラ
ン
・
中
央
ア
ジ
ア
経
由
で
、

マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
は
、

ー
ニ
七
四
年
に
中
国
に
入
り
、
元
の

あ
り
ま
す
。
し
か
も
、
ジ
パ
ン
グ
の
こ
と
は
、
彼
の
帰
航
出
帆
港
ザ

―
二
七

0
年
に
ヴ
ェ
ニ
ス
を
出
発
し
、
イ
国
内
旅
行
で
も
、
ペ
ル
シ
ア
語
を
使
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で

コ
・
ポ
ー
ロ
は
東
方
旅
行
に
出
発
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
蒙
古
国
書
の
日
付
は
、
至
元
三
年
八
月
と
な
っ

ー
ロ
は
ペ
ル
シ
ア
語
が
よ
く
出
来
、
陸
海
の
往
復
旅
行
で
も
、
中
国

た
か
ら
で
す
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、

モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
ア
ジ
ア
で

い
る
蒙
古
国
書
に
は
、
「
大
蒙
古
国
皇
帝
、
書
を
日
本
国
王
に
奉
る
」

外
国
貿
易
で
独
占
的
な
活
躍
を
し
て
い
た
の
は
イ
ラ
ン
商
人
で
あ
っ

日
本
国
が
正
式
の
呼
称
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
大
寺
に
保
存
さ
れ
て

ま
す
。
何
故
な
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
時
代
の
元
朝
の
国
家
財
政
を
掌
り
、

国
名
が
完
全
に
定
着
し
ま
す
。
次
の
モ
ン
ゴ
ル
人
王
朝
の
元
で
も
、

へ
の
情
報
提
供
者
は
イ
ラ
ン
系
の
イ
ス
ラ
ム
商
人
で
あ
っ
た
と
考
え

の
記
録
に
始
め
て
日
本
と
い
う
国
名
が
出
て
き
ま
す
。
旧
唐
書
と
い

う
正
史
に
は
、
「
中
国
語
に
習
熟
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
倭
と
い
う

よ
う
に
な
っ
た
。
使
者
の
言
う
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
国
は
日
の
出
る

て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
七
世
紀
の
中
頃
に
は
日
本
と
い
う
国
名
が
知

代
に
な
る
と
、

日
本
に
つ
い
て
の
認
識
が
深
ま
り
、
日
本
国
と
い
う

て
い
ま
す
。
至
元
三
年
は
西
暦
―
二
六
六
年
で
あ
り
、
ま
だ
マ
ル

書
紀
（
七
二
0
年
）
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
中
国
で
は
宋
の
時

と
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
。
日
本
国
内
で
も
、
最
初
の
史
書
を
日
本

ー
ニ
九

0
年
、
福
建
省
の
泉
州
の
港
を
出
帆
、

―
二
九
五
年
、
故
郷

ヴ
ェ
ニ
ス
に
帰
り
ま
し
た
。
文
永
・
弘
安
の
役
と
い
う
二
度
の
モ
ン

の
旅
行
記
に
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
ジ
パ
ン
グ
ヘ
の
侵
寇
と
敗
退
が
詳
細
に

記
さ
れ
て
い
る
の
は
当
然
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
黄
金
の
国
ジ
パ
ン

グ
、
さ
ら
に
ジ
パ
ン
グ
の
民
の
風
俗
・
習
慣
を
、
彼
は
如
何
に
し
て

知
っ
た
で
し
ょ
う
か
。
勿
論
、
ジ
パ
ン
グ
は
漢
語
の
日
本
国
で
あ
り

ま
す
。
し
か
し
彼
に
は
中
国
語
の
知
識
は
乏
し
く
、
中
国
人
か
ら
聞

い
た
と
い
う
こ
と
は
考
え
難
い
の
で
す
。
私
は
、

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
は
遣
唐
使
の
持
参
し
た
国
書
に
日
本
国

所
に
近
い
の
で
、
日
本
と
い
う
国
名
に
し
た
の
で
あ
る
」
と
記
さ
れ

名
称
が
雅
で
な
い
こ
と
を
知
り
、
国
名
を
改
め
て
、
日
本
と
号
す
る

ゴ
ル
軍
の
日
本
襲
来
（
―
二
七
四
、

マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ

の
国
際
語
は
彼
等
の
ペ
ル
シ
ア
語
で
あ
っ
た
の
で
す
。
マ
ル
コ
・
ポ

在
中
の
こ
と
で
あ
り
、
十
分
に
知
り
得
る
立
場
に
あ
り
ま
し
た
。
彼

―
―
一
八
一
年
）
は
、
彼
の
元
朝
滞

あ
っ
て
日
本
と
い
う
国
名
は
ま
だ
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
。
隋
の
次
の
唐
泄
祖
ク
ビ
ラ
イ
の
臣
下
と
な
り
、
以
後
一
七
年
間
、
元
朝
に
滞
在
し
、
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け
で
あ
り
ま
す
。

聞
い
た
と
い
う
こ
と
の
証
拠
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
ジ
パ
ン
グ
と
い
う

呼
称
の
背
後
に
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
長
い
歴
史
が
あ
る
と
い
う
わ

ジ
パ
ン
グ
の
こ
と
を
ザ
イ
ト
ン
（
泉
州
）
在
住
の
イ
ラ
ン
商
人
か
ら

人
に
も
知
ら
れ
て
い
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。

マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
が
、

ラ
シ
ー
ド
・
ウ
ッ
デ
ィ
ー
ン
と
い
う
大
宰
相
が
『
集
史
』
と
題
す
る

た
頃
、
当
時
の
イ
ラ
ン
を
支
配
し
て
い
た
イ
ル
・
ハ
ン
国
の
宮
廷
で
、

ル
コ
・
ポ
ー
ロ
の
旅
行
記
『
世
界
の
記
述
』
が
広
く
読
み
始
め
ら
れ

的
な
役
割
を
演
じ
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
十
四
世
紀
の
初
頭
、

マ

で
あ
り
ま
す

C

イ
ラ
ン
商
人
は
海
陸
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
で
昔
か
ら
中
心

世
界
史
を
著
し
ま
し
た
。
こ
の
ペ
ル
シ
ア
語
の
世
界
史
に
、
ジ
パ
ン

グ
の
国
と
人
の
こ
と
が
出
て
き
ま
す
。
ジ
パ
ン
グ
は
当
時
の
イ
ラ
ン

ラ
ン
系
イ
ス
ラ
ム
商
人
が
多
数
滞
在
し
、
彼
等
の
租
界
も
あ
っ
た
港

ス
ラ
ム
商
人
の
泉
州
に
対
す
る
通
称
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
泉
州
は
イ

イ
ト
ン
の
条
の
次
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ザ
イ
ト
ン

N
a
i
t
u
n
と
は

オ
リ
ー
プ
樹
を
意
味
す
る
ア
ラ
ビ
ア
語
・
ペ
ル
シ
ア
語
で
あ
り
、
イ
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職

歴
生
年
月
日

出

身

地

学

歴

昭
和
六
年
八
月
二
七
H

京
都
市

京
都
大
学
上
学
部
建
築
学
科
卒
業

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
修

f

ぃり小
都
建
築
事
務
所
取
締
役

（
万
同
博
会
場
計
画
委
員
会
出
向
）

京
都
工
芸
殺
維
大
学
非
常
勤
講
師
（
造
形
学
科
）

奈
良
市
社
会
教
脊
委
貝

神
戸
大
学
大
学
院
非
前
勤
講
師
（
自
然
科
学
研
究
科
）

成
都
デ
ザ
イ
ン
関
辿
団
体
協
議
会
議
艮

京
都
建
築
設
計
監
理
協
会
会
長

社
団
法
人
京
都
経
済
同
友
会
常
任
幹
事

ハ
11

小
都
祁
T
会
議
所
議
且

尿
都
市
都
市
景
観
牧
審
査
会
委
貝

.
 .
 ^
 

大
災
害
と
京
都
の
都
市
づ
く
り

第
二
回

一
九
九
五
年
一

一
月
二
四
日

主
な
著
書

現

聡

洒

格
・

褒

官

等

他
岡
市
都
市
計
画
審
議
会
委
貝

財
団
法

人

平

安

建
都
二
0
0
年
記
念
協
会
評
議
員

・

専
門
委
員

ア
ル
バ
ッ
ク
囮
地
域
計
画
建
築
研
究
所
会
長

一
級
建
築
士
技
術
士

工
学
栂
上
内
淵
総
理
大
臣
特
別
伐

（二

血
巴
紀
に
お
け
る
日
本
の
国

t
と
国
民
牛
活
の
設
計
）

「
ニ
―
世
紀
の
設
計
ー
同
上
の
構
想
」
共
著
（
勁
単
古
房
）

「
都
市
型
丁
業
の
地
域
計
画
に
関
す
る
研
究
」

（
京
都
大
学
学
位
諮
求
論
文
）

「
現
代
の
牛
活
空
間
論
」
共
著
（
勁
序
苫
房
）

「
緑
（
エ
ン
）
の
都
di学
ー
ど
な
い
し
ま
ひ
ょ

京
の
町
」
共
著
（
都
市
文
化
社
）

輪

泰

司

（
み
わ

ひ
ろ
し
）



上
が
っ
て
き
ま
す
。
プ
ィ
リ
ピ
ン
海
プ
レ
ー
ト
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ

ヘ
平
成
七
年
一
月
一
七
日
沸
暁
の
阪
神
淡
路
大
震
災
は
大
き
な
衝
撃

じ
め
近
畿
内
陸
で
の
大
地
震
の
周
期
や
起
こ
り
う
る
地
域
が
浮
か
び

科
年
表
の
全
国
の
記
録
と
併
せ
て
経
年
的
に
見
ま
す
と
、
京
都
を
は

六

0
年
、
過
ぐ
る
大
戦
で
も
大
き
な
空
襲
を
受
け
な
か
っ
た
京
都
で

饉
．
疫
病
と
と
も
に
地
震
災
害
の
史
料
を
調
べ
て
お
ら
れ
ま
す
。
理
す
。
し
か
し
、
以
来
一
三

0
余
年
、
昭
和
九
年
の
室
戸
台
風
か
ら
も

都
女
子
大
学
の
浅
見
益
吉
郎
教
授
は
、
生
活
衛
生
学
の
立
場
か
ら
飢

の
故
郷
と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
安
全
で
美
し
い
都
市
に
し

大
火
・
風
水
害
そ
し
て
戦
乱
の
巷
と
な
り
、
噴
火
と
津
波
以
外
の
大

災
害
経
歴
と
教
訓

永
く
都
で
あ
っ
た
た
め
に
京
都
で
は
地
震
に
関
す
る
記
録
が
豊
富

京
都
が
被
っ
た
最
も
新
し
い
大
災
害
は
、
元
治
元
年
(
-
八
六
四
）

壊
滅
し
た
ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
。
大
変
な
事
件
だ
っ
た
と
言
え
ま

は
、
市
民
の
大
災
害
の
記
憶
と
心
構
え
は
薄
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ

に
あ
り
ま
す
。
歴
史
学
・
地
巽
学
か
ら
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
京

町
方
家
数
の
五
六
％
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
今
、
都
市
の
半
分
以
上
が

七
月
一
九
日
の
禁
門
の
変
で
、
焼
失
し
た
家
数
二
七
、
五
一
七
軒
。

閣
が
大
破
し
ま
し
た
。

災
害
は
全
て
経
験
し
て
い
ま
す
。

九
六
）
の
伏
見
大
地
雛
は
マ
グ
チ
ニ
ケ
ー
ド
七
・
五
、
伏
見
城
天
守

七
•
四
、
花
折
断
層
が
動
き
白
川
一
帯
が
被
害
、
塵
長
元
年
(
-
五

帰
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
以
後
も
お
お
よ
そ
―

o
l三
0
年
毎
に
、

文
治
元
年
（
―
-
八
五
）
の
京
都
大
地
裳
は
マ
グ
ニ
チ
ケ
ー
ド

で
し
た
。

一
四
六
七
年
か
ら
一

0
年
続
い
た
応
仁
の
乱
で
、
灰
塵
に

度
々
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

京
の
都
は
平
安
の
名
に
か
か
わ
ら
ず
、
創
建
以
来
、
災
難
の
歴
史

し
か
し
、
京
都
で
は
過
去
に
マ
グ
ニ
チ
ケ
ー
ド
七
級
の
大
地
震
は

予
測
は
で
き
ま
せ
ん
。

て
い
く
こ
と
は
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

す
。
た
だ
こ
の
内
陸
型
地
震
は
何
処
で
起
こ
る
か
、

い
ま
の
と
こ
ろ

起
こ
り
、
そ
の
前
後
に
プ
レ
ー
ト
上
で
ひ
び
割
れ
が
起
こ
る
よ
う
で

宅
が
密
集
し
、

一
四
七
万
市
民
が
住
む
京
都
を
、
日
本
人
の
心
歪
み
が
お
よ
そ
四
m
に
達
す
る
百
年
周
期
で
ト
ラ
フ
部
の
大
地
農
が

京
都
は
本
当
に
「
平
安
」
の
都
で
し
ょ
う
か
。
古
い
木
造
住

ー
ト
に
ぶ
つ
か
る
沈
み
こ
み
帯
で
、
相
対
運
動
速
度
が
年
間
四

emo
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大災害と京都の都市づくり

そ
の
事
後
対
策
が
、
職
員
も
被
災
し
て
集
ま
れ
な
か
っ
た
り
、
ラ

と
、
も
う
―
つ
は
、
官
主
導
即
ち
、
お
役
所
ま
か
せ
で
あ
る
こ
と
が

占
め
て
い
て
、
事
前
対
策
の
方
は
殆
ど
書
か
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と

事
後
対
策
に
当
た
る

Crisis
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
と
、
、
事
前
の
被
害
軽

減
を
図
る

R
i
s
k
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
に
分
け
て
考
え
る
べ
き
で
す
。
従

来
の
我
が
国
の
防
災
計
画
は
、
被
害
予
測
や
事
後
対
策
が
大
部
分
を

特
徴
で
し
た
。

全
や
都
市
景
観
と
同
じ
く
、
都
市
づ
く
り
に
組
み
込
む
こ
と
を
訴
え

に
よ
っ
て
初
期
消
火
・
救
助
で
際
立
っ
た
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。
復

も
う
一
っ
大
事
な
こ
と
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
役
割
で
す
。
地
域

地
域
社
会
の
リ
ス
ク
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
活
動

助
教
授
も
社
会
心
理
学
の
立
場
か
ら
指
摘
し
て
い
ま
す
。

効
果
が
上
る
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
京
大
防
災
研
究
所
の
林
春
男

危
機
管
理

E
m
a
r
g
e
n
c
y
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
は
、
救
助
・
避
難
な
ど

④
↓
発
生
↓
①
と
戻
る
べ
き
こ
と
で
す
。

Crisis
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
 

と
R
i
s
k
M
a
n
a
g
e
m
e
n
t
を
漿
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
「
事
後
対
策
」
の

た
い
と
思
い
ま
す
。

イ
ク
ル
」
す
べ
き
こ
と
、
即
ち
発
生
時
ゼ
ロ
点
か
ら
①
↓
②
↓
③
↓

る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
第
四
に
大
事
な
こ
と
は
各
経
過
段
階
は
「
サ

簑
災
後
喰
し
く
い
わ
れ
た
「
危
機
管
理
」
と
い
う
こ
と
を
、
環
境
保
金
・
労
カ
・
時
間
は
、
後
ほ
ど
の
一

0
の
二
乗
位
ず
つ
永
く
多
く
な

国
や
府
県
・
市
町
村
で
防
災
計
画
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま
す
。

的
レ
ベ
ル
と
個
人
レ
ベ
ル
が
あ
り
ま
す
。
第
三
に
、
各
段
階
の
資

災
害
経
過
段
階
と
対
策
活
動

す
。
第
二
に
、
各
段
階
で
の
対
処
や
行
動
に
は
、
行
政
、
即
ち
組
織

第
一
に
、

コ
ト
が
発
生
し
て
か
ら
先
ず
「
経
過
段
階
」
が
あ
り
ま

底
し
て
活
か
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

”
法
則
“
が
判
っ
て
き
ま
し
た
。

0
％
を
越
え
て
し
ま
っ
て
い
る
現
代
の
日
本
で
は
、
こ
の
教
訓
を
徹

ニ
ケ
ー
ド
七
・
ニ
の
地
霙
に
よ
る
こ
と
で
、
都
市
住
民
が
人
口
の
七

こ
の
大
霙
災
の
特
徴
は
、
発
達
し
た
大
都
市
域
直
下
で
の
マ
グ
チ

で
し
た
。

直
後
の
被
災
調
査
か
ら
復
興
へ
と
携
わ
っ
て
き
ま
し
て
幾
つ
か
の

”
予
測
“
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

ん
で
し
た
。

一
方
、
目
覚
ま
し
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
な
ど
は

イ
フ
ラ
イ
ン
が
切
れ
て
水
が
出
な
か
っ
た
り
、
現
実
に
機
能
し
ま
せ
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段階・主体と重点活動

段階 個人 地域 行政 専門 時間

①

②

③

④

 

避難自衛・救命救出・救命救援・被災調査

生活再建・機能回復・復旧修復・復興計画

住居強化・活動再開・復興再建・防災計画

学習点検・機能強化・再編整備・被災予測

10d 
102d 

103d 

l01d 

っ
て
、
そ
れ
に
行
政
が
支
援
し
、
個
人
が
参
加
す
る
仕
組
み
で
す
。

ち
づ
く
り
協
議
会
」
と
い
っ
た
”
地
域
社
会
の
た
め
“

の
活
動
が
あ

の
盛
ん
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
の
勉

強
が
力
に
な
る
こ
と
が
判
り
ま
し
た
。
行
政
と
個
人
の
中
間
に
「
ま

表
と
図
で
示
す
と
次
の
よ
う
で
す
。

興
へ
の
立
ち
上
が
り
で
も
、
商
店
街
や
マ
ン
シ
ョ
ン
で
、
日
頃
か
ら
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大災害と京都の都市づくり

締
め
る
こ
と
が
大
義
名
分
で
す
が
、
厳
し
さ
と
楽
し
さ
を
兼
ね
た
夜

火
事
を
出
し
た
町
内
が
揃
っ
て
愛
宕
詣
を
す
る
の
は
、
心
を
引
き

立
派
に
蘇
ら
せ
ま
し
た
。

京
都
は
、
幾
度
も
大
災
害
を
経
験
し
な
が
ら
、
そ
の
都
度
前
よ
り

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
言
っ
て
も
、
個
人
の
建
築
物
の
耐
震
性
能
向
上
の

と
言
い
ま
し
た
が
、
四
六
時
中
、
危
機
に
備
え
て
の
訓
練
を
し
て
い

る
わ
け
に
は
行
き
ま
せ
ん
。
コ
ト
が
起
こ
る
前
の
永
い
リ
ス
ク
・
マ

た
め
の
改
修
は
一
気
に
出
来
ま
せ
ん
し
、
そ
れ
が
都
市
全
体
に
及
ぶ

に
は
と
て
も
永
い
時
間
と
努
力
が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
日
頃
の
ソ

フ
ト
な
方
法
を
役
立
た
せ
る
こ
と
を
提
唱
し
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
も
危
機
管
理
の
工
夫
や
努
力
を
組
み
込
む

行
政
は
じ
め
組
織
的
な
工
夫
と
努
力
が
必
要
で
す
。

起
こ
っ
て
も
局
地
化
す
る
に
は
公
共
施
設
の
配
置
や
設
備
な
ど
、

地
簑
を
無
く
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
大
き
な
被
害
に
な
ら
な
い

木
造
住
宅
は
壊
れ
て
火
災
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
先

ず
始
ま
り
で
す
。

よ
う
、
限
定
化
す
る
こ
と
は
出
来
ま
す
。

災
害
に
強
い
都
市
づ
く
り
の
勧
め

す。 運
動
会
や
町
内
の
清
掃
奉
仕
な
ど
、
多
彩
な
”
チ
ー
ム
プ
レ
ー
“
を

元
気
で
楽
し
く
、
助
け
会
う
心
優
し
い
、
し
か
も
安
全
で
美
し
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
創
り
の
た
め
の
”
お
勧
め
“
活
動
と
し
て
提
案
致
し
ま

な
年
中
行
事
に
も
先
人
の
知
恵
を
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。
学
区
民

行
ピ
ク
ニ
ッ
ク
で
、
チ
ー
ム
・
ワ
ー
ク
の
訓
練
で
す
。
そ
の
他
様
々
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第
三
回

一
九
九
四
年
―
二
月
一
五
日

賀
茂
祭
と
雅
の
枇
界

現

職

活
躍
分
野

生
年
月
日

出

身

地

学

歴
聡

歴

鳥

居

清

三

郎

大
正

―一

年
―

一
月

―
-
H

京
都
dj

國
學
院
大
學
専
門
部
卒
業

宜
幣
大
社
八
坂
神
社
E
典

賀
茂
御
祖
神
社
権
宮
司

財
団
法
人
礼
ノ
森
顕
彰
会
副
理
事
長

神
社
本
庁
参
ザ

固
楳
院
大
學
協
議
員

財
団
法
人
古
小
都
ト
11
文
化
採
＃
協
会
評
議
具

賀
茂
御
祖
神
社
代
表
役
具
宮
司

神
道
関
係
、
祭
依
関
係
等

（
と
り
い
せ
い
ざ
ぶ
ろ
う
）



折
々
に
斎
王
を
訪
ね
ら
れ
て
歌
会
、
貝
合
せ
、
又
珍
ら
し
い
話
を
お

し
か
し
あ
ま
り
に
も
窮
屈
な
生
活
で
あ
る
た
め
、
女
官
た
ち
が
四
季

院
御
所
に
て
天
皇
御
在
位
中
、
精
進
潔
斎
し
て
篭
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
字
の
通
り
五
枚
を
重
ね
て
着
け
る
。
こ
の
色
合
に
は
四
季

の
移
り
か
わ
り
の
「
梅
」
「
桜
」
「
菊
」
等
の
自
然
を
愛
で
て
色
を
重

ね
る
「
重
ね
の
色
目
」
と
言
う
。
又
「
萌
黄
の
匂
」
「
紫
の
薄
淡
」

斎
王
は
賀
茂
神
社
に
御
奉
仕
さ
れ
ま
す
が
、
常
は
紫
野
に
あ
る
斎

優
雅
な
も
の
で
男
女
を
問
わ
ず
、
あ
こ
が
れ
の
的
で
あ
っ
た
。

ヒ
ト
エ

十
二
単
を
着
装
し
ま
す
に
は
、
最
初
に
単
を
着
け
る
。
こ
の
単

は
紅
色
で
あ
る
。
次
に
五
衣
を
着
け
る
。

勅
使
（
近
衛
使
）
を
中
心
と
し
た
男
子
の
行
粧
が
あ
る
、

い
づ
れ
も
雅
な
色
目
等
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

ギ
ヨ
ウ
ソ
ウ

こ
の
祭
に
は
斎
王
（
内
親
王
）
を
中
心
と
し
た
女
性
の
行
粧
と
、

斎
王
の
装
う
十
二
単
は
高
尚
優
雅
な
も
の
で
、

一
枚
一
枚
に
も
優

朝
時
代
に
は
最
も
盛
儀
で
あ
っ
た
。

昔
か
ら
「
祭
」
と
い
え
ば
葵
祭
を
さ
し
た
と
い
わ
れ
る
程
で
、
王

こ
ろ
か
ら
葵
祭
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

は
牛
車
に
乗
っ
て
、
先
を
争
っ
て
行
き
来
す
る
さ
ま
を
、
源
氏
物
語
、

具
な
ど
、
こ
と
ご
と
く
消
浄
の
し
る
し
と
し
て
、
葵
と
桂
を
飾
る
と

と
し
て
庶
民
は
早
く
か
ら
路
頭
に
集
ま
る
。
中
で
も
身
分
の
高
い
人

賀
茂
祭
は
、
宮
中
の
殿
舎
や
神
社
の
社
殿
、
牛
車
、
供
奉
者
、
祭
賀
茂
神
社
に
向
か
う
の
で
あ
る
。
こ
の
優
雅
な
行
粧
を
一
目
見
よ
う

わ
し
て
斎
行
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
以
来
今
日
に
至
る
ま
で
代
々
の
天
皇
は
五
月
一
五
日
使
を
遣

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

桂
の
外
に
、

こ
ら
し
、

桜
、
紅
梅
、
白
梅
な
ど
四
季
の
い
ろ
い
ろ
の
花
で
装
を

斎
王
は
十
二
単
の
正
装
、
お
供
の
女
官
（
命
婦
、
女
嬬
、

オ
ン
ナ
ペ
ソ
ト
ウ
ム
ナ
I
リ
オ
ン
ナ

童
女
、
内
侍
、
女
別
当
、
騎
女
等
）
は
そ
れ
ぞ
れ
の
正
装
を
し
て
、

枕
草
子
、
徒
然
草
に
記
さ
れ
て
い
る
。
い
か
に
洛
中
洛
外
の
人
々
が

み
や
び
な
祭
に
あ
こ
が
れ
て
い
る
か
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

賀
茂
神
社
に
使
を
遣
わ
し
て
祈
願
を
こ
め
ら
れ
た
の
が
始
め
で
あ
る

葵
祭
の
当
日
は
賀
茂
神
社
に
社
参
さ
れ
る
た
め
、
牛
車
に
は
葵
や

上
、
疫
病
が
全
国
に
蔓
延
し
た
た
め
、
天
皇
は
こ
れ
を
心
配
さ
れ
、

あ
っ
た
。

た
び
重
な
る
風
水
害
に
よ
っ
て
五
穀
や
農
作
物
が
実
ら
ず
、
そ
の

う
に
し
て
窮
屈
な
中
に
も
「
み
や
び
」
な
一
時
を
過
さ
れ
る
こ
と
も

賀
茂
祭
の
起
源
は
、
欽
明
天
皇
五
年
（
五
三
六
）
。

聞
か
せ
し
た
り
し
て
、
サ
ロ
ン
的
な
楽
し
い
集
い
が
あ
る
。
こ
の
よ
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賀茂祭と雅の世界

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
様
に
永
い
歴
史
の
中
で
十
二
単
の
姿
が
生
ま
れ
、
千
年
の
都

紐
が
た
れ
て
い
る
。

手
に
持
つ
も
の
に
檜
扇
が
あ
り
、
女
官
は
近
世
三
十
九
枚
、
二
十

オ
ま
で
は
皆
紅
、
二
十
八
オ
ま
で
は
紅
梅
と
そ
れ
に
造
花
と
六
色
の

と
共
に
み
や
び
の
世
界
が
今
も
尚
受
け
つ
が
れ
て
賞
讃
の
ま
と
に
な

れ
、
中
に
は
四
十
八
枚
の
小
菊
紙
を
入
れ
る
。

た
「
鳥
の
子
二
枚
」
を
重
ね
て
表
の
と
こ
ろ
に
金
彩
で
梅
枝
が
描
か

が
必
要
で
あ
る
。

定
め
が
あ
る
。
禁
色
と
は
特
定
の
織
り
「
文
様
」
で
使
用
に
は
勅
許

で
も
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
も
の
で
、
こ
れ
に
は
「
禁
色
」
の

な
ど
の
言
い
方
を
も
す
る
。
こ
の
「
匂
」
と
は
単
色
の
濃
淡
、
「
薄

様
」
は
濃
淡
に
白
を
加
え
た
組
合
せ
で
あ
る
。
次
に
打
衣
を
着
け
る
。

キ
ヌ
ク

こ
れ
は
紅
染
の
綾
織
物
を
砧
で
打
っ
て
柔
ら
か
く
光
沢
を
持
た
す

ウ
ワ
ギ

も
の
で
あ
る
。
次
に
表
着
を
着
け
る
。
こ
れ
は
豪
華
な
織
物
が
使
わ

れ
地
文
に
立
体
感
を
持
た
せ
る
「
二
倍
織
物
」
で
高
貴
の
人
が
使
用

カ
ラ
ギ
ヌ

す
る
。
次
に
盾
衣
を
着
る
。
こ
の
鹿
衣
は
十
二
単
の
構
成
要
素
の
中

タ
ト
ウ
ガ
ミ

そ
の
他
に
懐
に
入
れ
る
砧
紙
が
あ
る
。
こ
れ
は
紅
梅
色
に
染
め
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ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
育
成

・
支
援



と
し
て
受
け
入
れ
、
仏
・
法
（
教
え
）

実
は
日
本
人
の
宗
教
心
の
根
幹
を
な
し
て
き
た
の
は
、
自
然
宗
教
で

よ
り
も
、
先
祖
に
対
す
る
ま
つ
り
を
宗
教
の
中
心
に
据
え
続
け
て
き

た
の
で
す
。

・
僧
（
教
え
を
信
ず
る
仲
間
）
の

ご
承
知
の
通
り
、
鎌
倉
時
代
に
は
法
然
・
親
鸞
以
外
に
も
道
元

徳
太
子
は
、
外
来
宗
教
で
あ
る
仏
教
を
新
し
い
世
界
観
を
説
く
も
の

十
人
と
も
往
生
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
の
で
す
。

日
本
に
仏
教
が
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
六
世
紀
の
中
頃
で
し
た
。
聖

い
ま
せ
ん
。
本
願
念
仏
を
唱
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
阿
弥
陀
仏
の
願

考
え
ま
す
が
、
そ
れ
だ
と
十
の
願
い
が
あ
っ
て
も
十
は
応
え
て
下
さ

あ
る
先
祖
教
で
し
た
。
日
本
人
は
、
特
定
の
仏
や
神
に
対
す
る
信
心

生
す
る
た
め
に
唱
え
る
念
仏
で
す
。
普
通
、
神
や
仏
に
祈
る
の
は
、

こ
ち
ら
に
先
に
願
い
が
あ
っ
て
神
や
仏
が
そ
れ
に
お
応
え
に
な
る
と

い
に
こ
ち
ら
が
応
え
る
こ
と
で
す
か
ら
、
十
人
が
念
仏
を
唱
え
れ
ば

普
通
、
日
本
の
伝
統
的
宗
教
と
し
て
は
仏
教
を
考
え
が
ち
で
す
が
、

者
を
弔
う
た
め
に
唱
え
る
念
仏
で
は
な
く
て
、
自
分
自
身
が
極
楽
往

で
、
開
祖
や
明
白
な
教
義
が
あ
る
も
の
が
創
唱
宗
教
と
呼
ば
れ
ま
す
。

お
ら
れ
る
願
い
（
本
願
）
を
信
じ
て
唱
え
る
念
仏
の
こ
と
で
す
。
死

特
定
の
神
や
仏
を
熱
心
に
信
仰
し
て
い
る
日
本
人
は
少
な
い
の
に
、

よ
う
で
す
が
、
日
本
人
の
宗
教
心
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
自
然
宗

教
と
創
唱
宗
教
と
い
う
分
け
方
が
有
効
で
す
。
自
然
宗
教
と
は
、
開

祖
や
明
白
な
教
義
が
な
く
自
然
発
生
的
に
起
こ
っ
て
定
着
し
た
も
の

念
仏
と
は
、

一
切
の
生
き
と
し
生
け
る
も
の
を
自
分
の
国
（
極
楽
）

人
と
そ
の
弟
子
の
親
鸞
聖
人
が
、
本
願
念
仏
を
説
き
ま
し
た
。
本
願

民
族
宗
教
（
ユ
ダ
ヤ
教
・
神
道
な
ど
）
と
に
分
類
す
る
こ
と
が
多
い

ま
つ
る
手
段
と
し
て
仏
教
の
形
式
を
借
り
、

た
が
、
平
安
時
代
の
末
か
ら
鎌
倉
時
代
の
初
め
に
か
け
て
、
法
然
上

に
迎
え
と
っ
て
成
仏
さ
せ
よ
う
と
い
う
、
阿
弥
陀
仏
が
本
来
持
っ
て

ス
ラ
ム
教
•
仏
教
な
ど
）
と
、
特
定
の
民
族
だ
け
が
信
仰
し
て
い
る

魂
慰
霊
の
た
め
の
呪
文
と
し
て
唱
え
ら
れ
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
し

族
に
ま
た
が
っ
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
世
界
宗
教
（
キ
リ
ス
ト
教
・
イ

南
無
阿
弥
陀
仏
と
唱
え
る
こ
と
も
、
平
安
時
代
ま
で
は
死
者
の
鎮

宗
教
を
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
場
合
、
通
常
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
民

の
に
、
仏
式
で
弔
う
こ
と
が
威
力
を
示
す
と
考
え
ま
し
た
。

宗
教
心
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

今
日
で
も
法
事
や
墓
参
り
は
よ
く
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
人
の

れ
な
い
死
に
方
を
し
て
た
た
る
と
恐
れ
ら
れ
た
死
者
の
魂
を
鎖
め
る

一
般
の
人
々
は
、
恵
ま

三
宝
を
敬
う
こ
と
を
勧
め
ま
し
た
が
、
他
の
豪
族
た
ち
は
、
先
祖
を
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日本人の宗教心

何
れ
に
し
て
も
今
日
ま
で
日
本
の
仏
教
は
、
先
祖
教
の
儀
式
を
執

も
同
じ
事
業
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
ら
れ
た
こ
と
。

④
死
ん
で
も
な
お
二
度
、
三
度
と
生
ま
れ
か
わ
っ
て
、
し
か

(3) (2) (1) 

臨
終
の
際
の
願
い
が
死
後
に
は
必
ず
達
成
さ
れ
る
と
考
え

こ
の
世
と
あ
の
世
の
交
流
が
自
由
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

死
者
の
霊
が
ふ
る
さ
と
近
く
に
留
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

め
て
い
ま
す
。

民
俗
学
者
の
柳
田
國
男
は
、
先
祖
教
の
特
色
を
次
の
四
つ
に
ま
と

今
日
ま
で
続
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

る
こ
と
に
よ
っ
て
親
が
ご
先
祖
さ
ま
に
な
っ
て
ゆ
く
と
い
う
先
祖
教

江
戸
時
代
に
な
る
と
徳
川
氏
に
よ
っ
て
寺
檀
制
度
と
し
て
確
立
さ
れ
、

ら
れ
た
こ
と
。

に
問
い
直
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

の
弔
い
を
依
頼
す
る
と
い
う
菩
提
寺
と
檀
家
の
関
係
が
形
成
さ
れ
、

に
と
っ
て
意
味
を
持
つ
か
ど
う
か
が
、
鎌
倉
時
代
以
来
八
百
年
ぶ
り

が
定
着
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
特
定
の
寺
に
家
の
先
祖
祖
教
が
か
つ
て
の
力
を
失
い
つ
つ
あ
る
現
在
、
創
唱
宗
教
が
日
本
人

と
家
が
代
々
続
い
て
ゆ
く
よ
う
に
な
り
、
子
供
が
死
ん
だ
親
を
ま
つ

作
物
の
生
産
高
が
飛
躍
的
に
増
大
し
て
庶
民
生
活
が
安
定
し
て
く
る

え
が
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
説
か
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
室
町
時
代
に
農

信
心
に
よ
っ
て
自
分
自
身
が
仏
の
道
を
歩
む
と
い
う
仏
教
本
来
の
教

自
分
自
身
の
成
仏
の
た
め
に
仏
を
信
じ
た
り
仏
道
修
行
す
る
こ
と

行
な
い
た
い
か
ら
行
な
っ
て
き
た
の
で
は
な
く
て
、
極
端
に
言
え
ば

行
な
わ
な
い
と
死
者
が
ご
先
祖
様
に
な
ら
な
い
（
成
仏
し
な
い
）
か
ら

行
な
わ
れ
て
き
た
の
で
す
。

は
、
多
く
の
人
々
に
と
っ
て
は
、
馴
染
み
の
な
い
こ
と
で
し
た
。
先

日
蓮
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
仏
教
者
が
出
ら
れ
て
、
自
分
自
身
の
修
行
や
り
行
な
う
手
段
と
し
て
生
き
延
び
て
き
ま
し
た
。
法
事
も
、
子
孫
が
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サ
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建
つ
よ
う
に
な
り
、
又
音
楽
専
用
で
な
く
て
も
機
能
的
に
音
楽
ホ
ー

ル
に
限
り
無
く
近
い
良
い
ホ
ー
ル
が
建
つ
に
及
ん
で
、
京
都
会
館
の

音
楽
専
用
ホ
ー
ル
と
し
て
の
性
能
に
批
判
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
来
た
。

で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
全
国
各
地
に
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
が
ど
ん
ど
ん

勿
論
全
体
の
八

0
パ
ー
セ
ン
ト
位
ま
で
の
音
響
条
件
整
備
は
音
響
工

企
業
の
秘
密
に
な
っ
て
い
る
調
整
師
の
名
人
芸
に
掛
か
っ
て
い
る
。

な
ピ
ア
ノ
と
言
え
ど
も
最
終
処
理
は
工
学
的
方
法
で
は
な
く
て
、
各

器
、
管
学
器
類
は
勿
論
の
こ
と
、
工
学
的
生
産
物
と
考
え
ら
れ
が
ち

負
え
る
も
の
で
は
な
い
。
ス
ト
ラ
デ
イ
ヴ
ァ
リ
ウ
ス
そ
の
他
の
弦
楽

年
程
先
ん
じ
て
時
代
の
最
先
端
を
行
く
ホ
ー
ル
と
し
て
輝
け
る
存
在

感
の
み
で
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
、
二
ご
世
紀
の
終
わ
り
に
近
づ

都
の
活
性
化
を
は
か
る
意
味
も
あ
っ
て
、
ほ
ぽ
十
年
以
上
前
に
世
界

文
化
自
由
都
市
宣
言
と
言
う
も
の
を
行
い
、
そ
の
趣
旨
に
基
づ
い
て

場
を
提
供
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
然
ら
ば
如
何
な
る
市
民
劇

場
が
第
一
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
と
言
う
議
論
に
な
っ
た
。

そ
れ
迄
は
昭
和
三
五
年
に
建
設
さ
れ
た
京
都
会
館
が
、
多
目
的
ホ

ー
ル
と
は
言
い
な
が
ら
音
楽
ホ
ー
ル
と
し
て
も
東
京
文
化
会
館
に
二

間
（
三
年
と
も
言
い
、
五
年
と
も
言
う
が
）
良
い
音
で
弾
き
込
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
本
当
に
音
質
が
良
い
か
ど
う
か
は
聴
者
の
直

い
て
い
る
こ
の
ハ
イ
テ
ク
時
代
で
も
、
音
響
学
や
音
響
工
学
の
手
に

な
楽
器
で
あ
っ
て
総
べ
て
の
楽
器
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
一
定
の
期

き
め
細
か
い
施
策
が
多
角
的
に
検
討
さ
れ
た
。
そ
し
て
先
ず
市
民
劇

京
都
市
民
に
対
し
て
伝
統
文
化
の
み
な
ら
ず
現
代
文
化
の
領
域
で
も

っ
て
い
る
。
勿
論
出
来
た
て
の
も
の
で
あ
る
か
ら
幾
ら
で
も
部
分
的

に
神
の
恵
み
と
で
も
言
う
ほ
か
無
い
よ
う
に
良
く
出
来
て
い
る
と
思

ご
批
判
が
あ
っ
て
も
止
む
を
得
な
い
と
思
う
。
然
し
ホ
ー
ル
は
巨
大

き
た
い
。
私
の
五

0
数
年
に
亘
る
音
楽
生
活
の
体
験
か
ら
し
て
、
誠

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
建
設
経
過
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
京

先
ず
ホ
ー
ル
の
音
響
に
就
い
て
の
私
の
個
人
的
確
信
を
述
べ
て
置

リ
管
の
三
日
連
続
公
演
で
開
始
し
て
華
々
し
い
門
出
を
飾
っ
た
。

高
ま
り
、
又
固
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

を
挙
げ
た
後
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
シ
リ
ー
ズ
の
開
幕
コ
ン
サ
ー
ト
を
パ

民
劇
場
と
し
て
最
も
京
都
が
必
要
と
し
て
い
る
も
の
と
言
う
認
識
が

プ
ニ
ン
グ
・
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、
京
都
市
交
響
楽
団
が
第
一
声

べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
専
用
ホ
ー
ル
が
こ
の
際
市

昨
年
十
月
中
旬
に
待
望
の
「
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
」
の
オ
ー

京
都
会
館
は
飽
く
ま
で
第
一
級
の
多
目
的
ホ
ー
ル
と
し
て
運
用
す
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世界のコンサートホールを目指して

大
な
る
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

と
見
て
い
る
。
何
卒
市
民
の
皆
様
の
時
間
の
ス
パ
ン
を
掛
け
て
の
絶

「
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
」
と
し
て
光
り
輝
い
て
来
る
の
は
五
年

様
々
な
困
難
は
あ
る
に
せ
よ
、
私
は
こ
の
ホ
ー
ル
が
世
界
一
流
の

の
ホ
ー
ル
で
演
奏
す
る
よ
う
な
魅
力
の
開
拓
が
是
非
必
要
で
あ
る
。

し
、
同
時
に
意
欲
的
な
市
民
を
始
め
と
す
る
音
楽
家
達
が
競
っ
て
こ

事
業
に
よ
っ
て
ホ
ー
ル
の
ス
テ
イ
タ
ス
を
世
界
最
高
の
も
の
に
維
持

音
騨
工
学
の
専
門
家
に
委
託
さ
れ
る
の
が
普
通
に
な
っ
て
き
て
い
る

し
、
そ
の
こ
と
に
な
ん
ら
不
都
合
が
あ
ろ
う
は
ず
は
な
い
が
、
そ
れ

で
完
結
さ
れ
る
と
考
え
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
こ
の
様
な
事
を
総
合

的
に
考
え
る
と
、
京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
の
音
響
は
世
界
の
第
一

級
の
う
ち
の

o
n
e
o
f
 t
h
e
 b
e
s
t
と
自
信
を
も
っ
て
言
い
得
る
。

こ
の
ホ
ー
ル
の
建
設
に
よ
っ
て
阪
神
地
区
に
流
れ
た
京
都
の
音
楽

に
運
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
又
一
流
の
演
奏
家

が
京
都
を
素
通
り
し
て
行
っ
て
し
ま
う
と
言
う
現
象
も
急
速
に
回
復

さ
れ
て
行
く
こ
と
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
は
高
い
文
化
意
識
に
基
づ
い
た
コ
ン
セ
プ
ト
に
よ
る
自
主

フ
ァ
ン
は
大
き
く
そ
の
流
れ
を
変
え
る
で
あ
ろ
う
し
、
又
そ
の
よ
う

学
で
可
能
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
ホ
ー
ル
の
音
響
整
備
は
一
流
の
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病
の
予
防
と
で
あ
る
。
老
化
は
生
き
と
し
生
け
る
も
の
す
べ
て
に
見

健
康
に
気
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
る
。
そ
れ
は
老
化
の
防
止
と
成
人

は
さ
て
お
き
、
ま
ず
禁
煙
で
あ
る
。
煙
草
は
本
当
に
よ
く
な
い
。
や

成
人
病
は
習
恨
病
と
も
い
わ
れ
る
が
、
老
化
の
防
止
と
し
て
述
べ

先
天
的
要
素
と
連
は
如
何
と
も
し
が
た
い
が
、
蓑
生
す
る
こ
と
、

ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
な
い
所
以
で
あ
る
。

む
の
で
、
連
続
速
歩
ほ
ど
効
果
が
な
い
。
ゴ
ル
フ
で
ウ
エ
イ
ト
・
コ

と
の
出
会
い
、
友
人
と
の
出
会
い
、
医
者
と
の
出
会
い
な
ど
で
あ
る
。

ゴ
ル
フ
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
見
な
し
て
よ
い
が
、
途
中
で
何
度
も
休

こ
の
運
の
中
で
一
番
重
要
な
の
は
人
と
の
出
会
い
で
あ
る
。
配
偶
者

た
だ
し
疲
労
感
が
残
る
よ
う
な
ら
、

一
日
お
き
に
歩
く
の
が
よ
い
。

で
あ
る
。
そ
し
て
三
番
目
が
運
で
あ
る
。
連
命
と
は
違
う
。
そ
し
て

素
。
つ
ま
り
、
養
生
で
あ
る
。
如
何
に
日
々
健
康
に
気
を
つ
け
る
か

は
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
。

1
0
0
か
ら
自
分
の
年
齢
を
引
い
た
数
、

し
か
し
長
寿
の
家
系
が
あ
る
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
次
に
後
天
的
要

そ
し
て
運
動
。
こ
れ
は
毎
日
す
る
こ
と
。
最
も
手
っ
取
り
早
い
の

に
食
べ
物
の
種
類
を
多
く
摂
る
こ
と
。

ち
長
寿
に
関
連
す
る
遺
伝
子
で
あ
る
。
現
在
、
多
く
の
研
究
者
が
長

ち
天
寿
を
全
う
し
た
い
、
長
寿
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
そ
う

全
て
の
人
間
は
健
康
で
長
生
き
し
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
す
な
わ

い
か
ら
と
し
、
そ
の
年
代
か
ら
の
健
康
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

中
年
と
い
う
言
葉
は
医
学
用
語
で
は
な
い
が
、
ま
あ
四

0
歳
く
ら

願
っ
て
な
い
人
が
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
人
は
精
神
的
に
健
康
と
は

い
え
な
い
。
で
は
天
寿
を
全
う
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。
そ

れ
に
は
三
つ
の
要
素
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
ず
先
天
的
要
素
、
す
な
わ

寿
の
遺
伝
子
を
探
し
て
い
る
が
、
ま
だ
人
で
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

こ
の
三
つ
の
要
素
は
独
立
し
な
が
ら
相
互
に
深
く
関
連
し
て
い
る
。

ら
れ
る
現
象
で
、
避
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
遅
延
さ
せ
る
こ
と
、

な
い
し
は
「
美
し
く
年
を
と
る
こ
と
、
上
手
に
年
を
と
る
こ
と
」
は

半
々
に
す
る
こ
と
。
第
二
に
食
塩
は
出
来
る
だ
け
少
な
く
す
る
こ
と
。

一
日
一

0
グ
ラ
ム
以
下
。
第
三
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
充
分
摂
る
こ
と
。

と
く
に
女
性
は
こ
れ
が
必
要
。
も
っ
と
も
手
っ
取
り
早
い
方
法
は
牛

安
に
す
れ
ば
よ
い
。
第
四
に
緑
黄
色
野
菜
を
充
分
摂
る
こ
と
。
第
五

例
え
ば
八

0
歳
な
ら
二

0
分
、
速
歩
で
途
中
休
み
無
く
、
毎
日
歩
く
。

た
こ
と
は
成
人
病
の
予
防
に
も
繋
が
っ
て
い
る
。
が
ん
の
予
防
は
何

乳
を
飲
む
こ
と
で
男
性
は
一
日
一

0
0
m
e
、
女
性
は
二

0
0
m
e
を
目

は
、
ま
ず
蛋
白
質
を
充
分
摂
る
こ
と
。
そ
れ
も
動
物
性
と
植
物
性
を

で
き
る
。
そ
れ
に
は
「
栄
養
」
と
「
運
動
」
が
重
要
で
あ
る
。
栄
養
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め
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
。
高
齢
者
で
も
煙
草
は
や
め
た
ほ
う
が

欧
米
で
は
禁
煙
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
あ
り
、
栄
養
士
が
つ
い
て
い
て
肥
満

害
無
益
な
も
の
は
な
い
。
ま
た
食
塩
は
胃
が
ん
の
発
生
を
促
進
す
る
。

高
血
圧
に
も
非
常
に
悪
い
。
緑
黄
色
野
菜
は
、

B
ー
カ
ロ
テ
ィ
ン
に

ー
シ
ョ
ン
を
抑
制
す
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。
次
に
酒
。
こ
れ
は
適

杯
酒
、
人
を
飲
む
」
。

一
杯
で
止
め
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
最
を
超

す
と
成
人
病
全
て
を
促
進
す
る
。

し
た
憲
章
の
前
文
に
、
「
健
康
と
は
、
肉
体
的
・
精
神
的
並
び
に
社

会
的
に
完
全
に
良
好
な
状
態
で
あ
っ
て
、
単
に
疾
病
や
虚
弱
で
な
い

と
い
う
だ
け
で
は
な
い
」
と
あ
り
、
こ
れ
は
人
間
の
基
本
的
権
利
で

に
し
よ
う
。
こ
れ
が
精
神
的
健
康
、
社
会
的
健
康
の
基
礎
に
な
る
か

あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
身
体
的
健
康
は
気
を
つ
け
て
保
つ
よ
う

健
康
に
つ
い
て
一
九
四
六
年
世
界
保
健
機
構

(
W
H
o
)
が
作
成

拭
な
ら
よ
い
。
「
一
杯
人
、
酒
を
飲
み
、
二
杯
酒
、
酒
を
飲
み
、

人
》
の
称
号
を
与
え
て
も
よ
い
。

ピ
ガ
ロ
カ
テ
キ
ン
ガ
レ
ー
ト

(
E
G
C
G
)
成
分
は
発
癌
の
プ
ロ
モ

富
み
、
繊
維
質
も
多
い
。
緑
茶
も
よ
い
。
最
近
緑
茶
の
中
に
あ
る
エ

て

銭
葵
（
ぜ
に
あ
お
い
）
」
（
古
賀
ま
り
＋
）
と

が
出
来
れ
ば
理
想
で
あ
ろ
う
。
先
日
草
柳
大
蔵
さ
ん
か
ら
、
「
働
き

囲
の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
な
く
忽
然
と
し
て
死
を
迎
え
る
こ
と

忽
と
ゆ
き
た
し

い
う
句
を
教
え
て
貰
っ
た
が
、
こ
れ
が
出
来
た
人
に
は
《
人
生
の
達

対
策
を
同
時
に
す
る
。
健
康
の
面
か
ら
だ
け
い
う
と
、
煙
草
ほ
ど
有

完
全
に
良
好
な
状
態
で
長
生
き
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
周

る
。
そ
れ
が
、
煙
草
を
ま
た
始
め
る
動
機
に
な
る
こ
と
が
あ
る
が
、

‘
~
〇

よ
し

ー
つ
だ
け
注
意
す
る
こ
と
が
あ
る
。
タ
バ
コ
を
や
め
る
と
肥

ま
た
努
力
し
な
い
と
得
ら
れ
な
い
。

に
損
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
社
会
的
健
康
は
常
に
気
を
つ
け
、

天
寿
を
全
う
す
る
と
は
、
身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
社
会
的
に
も

ら
で
あ
る
。
精
神
的
健
康
も
気
を
つ
け
て
い
な
い
と
知
ら
ず
知
ら
ず
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こ
と
が
今
回
の
出
版
と
な
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。

っ
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
当
京
都
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
プ
主
催
の
公
開
文
化
熱
の
講
義
を
取
り
ま
と
め
、
発

刊
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

一
九
九
四
ー
一
九
九
五
年
度
村
田
会
長
の
テ
ー
マ
「
C
r
e
a
t
i
o
n
」
（
日
々
を
新
た
に
）
に
依
り
、
対
外

活
動
と
し
て
計
画
さ
れ
た
此
の
催
し
は
当
ク
ラ
プ
は
じ
め
て
の
企
画
で
あ
り
、
会
長
よ
り
担
当
と
し
て
指

名
を
受
け
た
そ
の
当
初
は
何
か
ら
手
を
つ
け
て
よ
い
か
戸
惑
う
ば
か
り
で
し
た
が
、
満
田
久
輝
先
生
は
じ

め
、
お
願
い
し
ま
し
た
会
貝
の
講
師
先
生
方
の
誠
に
好
意
溢
れ
る
前
向
き
の
ご
協
力
を
得
、
極
め
て
順
調

に
推
移
し
、
当
ク
ラ
プ
内
外
共
に
所
期
以
上
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

と
存
じ
ま
す
。

一
九
九
四
ー
一
九

九
五
年
度
二
六
五

0
地
区
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
当
ク
ラ
プ
に
対
し
「
意
義
あ
る
業
績
賞
」
を
頂
載
す
る
事
が
出

来
ま
し
た
こ
と
は
講
師
の
先
生
方
は
云
う
ま
で
も
な
く
お
手
伝
い
頂
い
た
会
貝
各
位
共
々
御
同
座
の
至
り

一
九
九
五
ー
一
九
九
六
年
度
三
輪
会
長
も
石
田
社
会
奉
仕
委
員
長
を
担
当
に
指
名
さ
れ
、
後
援
団
体
と

し
て
財
団
法
人
京
都
市
女
性
協
会
に
加
え
て
京
都
市
地
域
女
性
連
合
会
、
京
都
市
教
育
委
員
会
の
参
加
を

得
て
、
本
事
業
を
継
続
さ
れ
、
計
一
五
回
の
講
座
と
な
っ
た
訳
で
あ
り
ま
す
。
文
化
、
教
養
、
歴
史
、
経

済
、
環
境
と
広
い
範
囲
に
及
び
、
内
容
の
濃
い
し
か
も
知
的
な
楽
し
さ
に
満
ち
た
こ
の
一
五
回
の
講
座
に

つ
い
て
、
聴
講
に
こ
ら
れ
た
会
貝
、
会
員
ご
家
族
、
会
貝
外
の
一
般
の
方
々
後
援
団
体
の
皆
様
よ
り
、
聴

き
流
し
は
何
と
も
勿
体
無
い
の
で
一
冊
の
書
物
に
ま
と
め
て
ほ
し
い
と
の
希
望
が
大
変
多
く
あ
り
ま
し
た

本
書
の
編
集
出
版
に
つ
い
て
は
、
石
田
善
也
会
員
の
絶
大
な
る
ご
協
力
を
得
ま
し
た
こ
と
と
、
河
北
印

刷
株
式
会
社
の
キ
メ
細
か
い
ご
奉
仕
に
感
謝
し
、
あ
と
が
き
と
致
し
ま
す
。

本
書
は
一
九
九
四
ー
一
九
九
五
年
度
九
回
、

編

集

後

記

一
九
九
五
ー
一
九
九
六
年
度

六
回
計
一
五
回
に
亘

一
九
九
四
ー
一
九
九
五
年
度
副
会
長

脇

田

周

輔

平
成
八
年
十
二
月
二
十
七
日
発
行

発
行
京
都
東
ロ
ー
タ
リ
ー
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ラ
ブ

公
開
文
化
塾
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演
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